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ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
に
つ
か
ま
っ

て
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
日
光
を

浴
び
る
女
性
。
こ
れ
は
パ
ー
ク

街
の
マ
レ
ー
ヒ
ル
地
区
34
丁
目

か
ら
38
丁
目
の
中
央
分
離
緑
地

帯
に
こ
の
ほ
ど
設
置
さ
れ
た
ハ

イ
パ
ー
リ
ア
リ
ズ
ム
の
世
界
的

巨
匠
キ
ャ
ロ
ル
・
Ａ
・
フ
ォ
イ

ヤ
マ
ン
の
作
品
だ
。

　
設
置
し
た
の
は
パ
ト
ロ
ン
・

オ
ブ
・
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー︵
Ｐ

Ｏ
Ｐ
Ａ
︶ 

で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
バ

ル
ト
ゥ
ー
の
協
力
で
水
泳
を
テ

ー
マ
に
し
た
女
性
像
を
野
外
展

示
中
だ
。
４
月
27
日
午
後
、
作

者
を
招
い
た
披
露
式
典
が
開
催

さ
れ
た
。﹁
パ
ー
ク
街
に
作
品

が
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
私
の
長

年
の
夢
だ
っ
た
﹂
と
挨
拶
す
る

フ
ォ
イ
ヤ
マ
ン
さ
ん
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ

Ａ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
・
ス
パ
グ
ノ

ラ
会
長
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

優
れ
た
芸
術
の
遺
産
を
多
く
の

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
﹂
と
挨
拶
し

た
。
写
真
の
作
品
は
ホ
テ
ル
北

野
の
目
の
前
に
あ
り
、
街
ゆ
く

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
。
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
バ
ル
ト
ゥ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
、

モ
ナ
コ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
マ
イ
ア
ミ
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
構
え
る
有
名
画
廊
。

PARK
AVENUE

ART

式典に参加した作者のキャロル・A・フォイヤマンさん（右から２人目）
とスパグノラ POPA 会長（右端）（４月 27 日、写真・三浦良一）

超リアリズム彫刻を野外展示

　
本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
普
及
と
低
金
利
の
影

響
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
商
業
用

不
動
産
は
危
機
的
な
状
況
に
陥

り
つ
つ
あ
り
、
業
界
関
係
者
は

危
機
感
を
強
め
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
商
業
用

不
動
産
は
コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷
し

た
も
の
の
徐
々
に
回
復
す
る
も

の
と
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

感
染
状
況
が
落
ち
着
い
た
現
在

も
ビ
ル
の
小
売
店
の
店
舗
面
積

は
減
少
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

普
及
で
事
務
所
面
積
も
減
少
し

て
い
る
。
こ
れ
に
金
利
の
上
昇

が
追
い
打
ち
を
か
け
て
お
り
、

不
動
産
価
格
の
下
落
と
借
入
費

用
の
上
昇
に
よ
り
深
刻
な
低
迷

に
陥
る
可
能
性
が
出
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｙ
市
最
大
の
Ｓ
Ｌ
グ
リ

ー
ン
不
動
産
会
社
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
初
頭
に
は
95
・
５

％
あ
っ
た
商
業
ビ
ル
の
占
有
率

は
２
０
２
３
年
初
頭
に
は
90
・

２
％
ま
で
下
が
っ
た
。
同
社
の

株
価
は
２
０
２
０
年
初
め
に
比

べ
て
76
％
も
下
落
し
て
い
る
。

市
内
の
オ
フ
ィ
ス
を
お
も
な
取

引
先
と
し
て
い
る
ボ
ル
ネ
ー
ド

不
動
産
ト
ラ
ス
ト
や
エ
ン
パ
イ

ア
・
ス
テ
ー
ト
不
動
産
ト
ラ
ス

ト
も
同
様
に
占
有
率
が
下
が
っ

て
お
り
、
株
価
も
過
去
最
低
水

準
と
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
る
前
は
低

金
利
で
資
金
を
借
り
て
商
業
ビ

ル
の
建
設
、
購
入
、
改
築
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。現
在
、

商
業
用
不
動
産
ロ
ー
ン
の
３
分

の
２
は
中
小
の
銀
行
が
保
有
し

て
お
り
、
不
動
産
所
有
者
が
ロ

ー
ン
返
済
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
、
中
小
銀
行
は
債
務
不
履

行
の
波
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
で

は
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
全
米

で
は
１
兆
５
千
億
ド
ル
に
の
ぼ

る
商
業
用
不
動
産
ロ
ー
ン
の
返

済
期
限
が
２
０
２
５
年
末
ま
で

に
迫
っ
て
お
り
、
企
業
は
返
済

や
借
り
換
え
に
苦
戦
す
る
も
の

と
見
ら
れ
て
い
る
。

商
業
用
不
動
産
低
迷

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
金
利
上
昇

マンハッタン
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岸
田
総
理
夫
人
は
、
４
月
16

日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
日
本

の
文
化
を
紹
介
す
る
サ
ク
ラ
マ

ツ
リ
・
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
訪
れ
、
主
催
者
か
ら

説
明
を
受
け
つ
つ
、
多
く
の
市

民
で
に
ぎ
わ
う
様
子
を
視
察
し

た
。
主
催
団
体
の
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
日
米
協
会
の
関
係
者
か
ら

は
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
今

回
で
61
回
目
を
迎
え
る
な
ど
長

い
歴
史
を
有
す
る
こ
と
や
、
多

く
の
米
国
民
が
日
本
文
化
や
社

会
に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
や
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ブ
ー
ス
で

は
、
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参

加
者
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
後
も

日
米
の
友
好
・
親
善
に
様
々
な

形
で
貢
献
し
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
、岸
田
総
理
夫
人
は﹁
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
日
米

間
の
交
流
が
ま
す
ま
す
発
展
す

る
こ
と
を
願
い
ま
す
﹂
と
述
べ

た
。︵
写
真
提
供
・
外
務
省
︶

　
日
本
の
玩
具
メ
ー
カ
ー
の

バ
ン
ダ
イ
か
ら
海
外
や
ハ
イ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
向
け
に
分
社
化
し

たB
A

N
D

A
I SPIR

IT
S

︵
バ

ン
ダ
イ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
︶
が
展

開
す
る
大
人
向
け
コ
レ
ク
タ

ー
ズ
商
品
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド

T
A

M
A

SH
II N

A
T

IO
N

S

︵
魂
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
︶
の
15
周

年
を
記
念
す
る
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア

ー
イ
ベ
ン
ト
が
、
４
月
28
日
か

ら
30
日
ま
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
の

バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
・
ホ
ー
ル
と

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
ダ
フ
ィ

ー
・
ス
ク
エ
ア
の
2
会
場
で
開

催
さ
れ
た
。
会
場
で
は
、﹁
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
﹂
シ
リ
ー
ズ
、

﹁
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
﹂
シ
リ

ー
ズ
な
ど
最
新
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
・
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
初
展
示
と

な
る
商
品
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
15
・

16
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

フ
ェ
ア
モ
ン
ト
パ
ー
ク
で
﹁
ス

バ
ル
桜
祭
り
﹂
が
行
わ
れ
、
総

勢
３
万
７
０
０
０
人
が
参
加
し

春
の
日
本
文
化
を
満
喫
し
た
。

桜
が
導
く
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

と
日
本
の
結
び
付
き
は
長
く
、

１
９
２
６
年
に
日
本
政
府
が
ア

メ
リ
カ
独
立
１
５
０
年
を
記
念

し
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
に

１
６
０
０
本
の
桜
を
寄
贈
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
今
年
の
﹁
ス
バ
ル
桜
祭
り
﹂

は
、
４
月
10
日
に
玉
川
大
学
芸

術
学
部
﹁
和
太
鼓
チ
ー
ム
﹂
に

よ
る
演
奏
と
共
に
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
市
庁
の
﹁
広
報
イ
ベ
ン

ト
﹂
で
幕
を
開
け
た
。
14
日
に

は
、
フ
ォ
ル
サ
ー
ク
ラ
ブ
で
前

夜
祭
が
行
わ
れ
、
落
語
家
の
桂

三
輝
の
笑
い
溢
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
、
三
線
奏
者
／
シ
ン

ガ
ー
愛
世
梨
乃
の
演
奏
が
会
場

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

　
最
終
日
の
16
日
に
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫

大
使
が
参
列
し
、
松
風
荘
の
中

庭
池
で
縁
起
物
の
象
徴
と
さ
れ

る
鯉
の
放
流
式
が
行
わ
れ
た
。

日
本
国
内
か
ら
空
輸
さ
れ
た
60

セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
型
の
鯉
７
匹

は
、
す
ぐ
に
群
れ
に
溶
け
込
ん

で
池
に
色
を
添
え
、
松
風
荘
を

訪
れ
た
人
々
を
魅
了
し
て
い

た
。

と
な
る
立
像
な
ど
を
設
置
し

た
。
ま
た
、
開
催
記
念
商
品
の

物
販
や
来
場
者
特
典
の
配
布
も

行
っ
た
。

　

魂

ネ

イ

シ

ョ

ン

ズ

は
、

２
０
０
８
年
の
ブ
ラ
ン
ド
立
ち

上
げ
以
降
、﹁S.H

.Figuarts

﹂

や
﹁
超
合
金
﹂
シ
リ
ー
ズ
を
は

じ
め
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
ロ
ボ
ッ

ト
を
中
心
に
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
と
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
商

岸
田
総
理
夫
人

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
訪
問

魂
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
が
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
開
始

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
盛
況

品
で
、
世
界
中
の
フ
ァ
ン
に
愛

さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
し

た
。
こ
の
4
月
に
ブ
ラ
ン
ド
誕

生
15
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
世
界
中
の
フ
ァ
ン
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
ワ
ー
ル

ド
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
開
催
を
皮
切

り
に
、
以
後
、
東
京
、
メ
キ
シ

コ
シ
テ
ィ
、
上
海
、
パ
リ
と

続
き
世
界
5
都
市
を
回
る
ツ

ア
ー
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。
フ

ィ
ギ
ュ
ア
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
展

示
・
商
品
販
売
を
通
じ
て
感
動

体
験
を
提
供
す
る
。
公
式
サ
イ

ト https://tam
ashiiw

eb.
com

/special/tour/

サクラ祭り全米で
日米友好親善

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

ス
バ
ル
桜
祭
り
盛
大
に

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
は

八
重
桜
が
満
開
の
４
月
22
日
、

第
18
回
サ
ク
ラ
祭
り
を
フ
ラ
ッ

シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
・

パ
ー
ク
で
Ｎ
Ｙ
市
公
園
課
と
の

共
催
で
開
催
し
た
。
壮
大
な
僧

太
鼓
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
民

舞
座
の
民
舞
、
コ
ル
ナ
紗
綾
さ

ん
の
指
揮
で
Ｊ
Ａ
Ａ
コ
ー
ラ
ス

の
美
し
い
歌
声
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
沖
縄
ク
ラ
ブ
／
仁
風
会
の
三

線
、
琉
球
踊
り
と
歌
、
そ
し
て
、

最
後
は
花
笠
音
頭
で
幕
を
閉
じ

た
。
来
賓
と
し
て
Ｎ
Ｙ
総
領
事

の
森
美
樹
夫
大
使
と
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
・
メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー

ク
責
任
者
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
サ
マ

ー
氏
が
挨
拶
し
た
。
地
域
の

人
々
も
サ
ク
ラ
祭
り
に

参
加
し
て
楽
し
ん
だ
。
今
年
の

記
念
植
樹
は
、
人
権
活
動
家
の

古
本
武
司
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

功
績
を
称
え
て
行
っ
た
。
古
本

氏
の
働
き
か
け
で
、
今
年
1
月

30
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

ト
レ
ン
ト
ン
で
マ
ー
フ
ィ
ー
州

知
事
の
署
名
に
よ
っ
て
同
州

は
、
毎
年
1
月
30
日
を
フ
レ
ッ

ド
コ
レ
マ
ツ
の
遺
産
の
表
彰
と

名
誉
の
日
と
し
て
指
定
し
て
い

る
。

NY日系人会満開の下
第18回サクラ祭り開催

https://japan-universities.com/event/shingakufair2023sp-2.html
https://tamashiiweb.com/special/tour/


　
ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ

は
、
６
月
25
日
︵
日
︶、
米
国
東

部
時
間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

﹁
Ｆ
Ｘ 

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

す
る
。

　
当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、﹁
１
日
30
分
の

ス
キ
マ
時
間
で
年
利
30
％
以
上
を

生
涯
稼
げ
る
手
法
・
考
え
方
の
紹

介
﹂﹁
稼
ぐ
の
に
予
想
・
分
析
は
必

要
な
し
﹂﹁
面
倒
く
さ
い
銘
柄
選
び

や
業
績
分
析
は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ

で
勝
つ
た
め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ

タ
ー
ン
﹄
の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝

率
が
高
く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
３
ス
テ

ッ
プ
日
足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ

ォ
ロ
ー
﹄
と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用

い
た
﹃
習
慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂

﹁
学
ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に

す
る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現
実

化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・
数

値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変
え
、

稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂﹁
誰
も

が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く
日
本
語

で
解
説
す
る
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

４
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
昨
年
度

は
年
利
28
％
、
昨
年
度
は
年
利
30

％
の
実
績
を
平
均
し
て
達
成
し
て

い
る
。

　
参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
４
本
進

呈
す
る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com
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５月 NY 日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am 太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス @JAA
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAA コーラス
■ 8 日（月）10am-12pm　「シニアへの無料ヘアカット」田原

ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さんで
行います。各自 30 分。お早めにご予約ください。

■ 11 日（木）〜 5 月 20 日（土）「第 27 回 JAA ニューヨーク
で活躍する日本人・日系人美術家展」

■ 11 日（木）4pm-6pm オープニング・レセプション　ＮＹ総
領事森美樹夫大使と出展作家をお招きして行います。日米
で活躍する 30 人の作家の作品をお楽しみ下さい。売上げの
50％は JAA に寄付されます。ご支援お願いします。ワイン
とリフレッシュメントを用意いたします。

■ 12 日（金）10:30am-12pm アップルキッズ＆敬老会主催「家
族で楽しむ小林利子先生の折り紙ワークショップ　脳トレ＆
知育折り紙」どなたでもご参加できます。無料です

■ 13 日（土）1pm-3pm 「Japan Parade 2023」
　今年で２回目、クリスティー山口さんが、グランド・マー

シャルを務めます。Central Park West 81st Street から 67th 
Street　JAA も JAA ロゴ入り T シャツを着て 40 人で参加し
ます。参加ご希望の方は JAA にお申込み下さい。

■５月 18 日（木）10am-12pm「三木克己弁護士による移民法
の電話無料相談室」各 15 分 要予約

■ 22 日（土）2pm-4pm at JAA 「コミュニティーカフェ」坂神
けいこさん（NY 市保健精神衛生局）が行う。

■ 18 日 ( 木）1pm-2:30pm 「しゃべって！笑って！ハッピーラ
イフ！」（企画：幸せ運び隊）

■ 24 日（水）6:30pm- online 理事会
■ 25 日（木）12pm-2pm 「5 月の敬老会」
   BentOn のお弁当と IWAKI Band の歌をお楽しみください。

敬老会参加、デリバリー、ピックアップのご予約をしてくだ
さい。５月お誕生日の皆さんお集まりください。会費：＄５
要予約

■ 27 日（木）12pm-2pm「4 月の第 2 敬老会」BentOn のお弁
当、IWAKI Band の歌と安西弦医師の「健康についてのお話」
があります。4 月お誕生日の皆さんお集まりください。会費：
＄５　要予約

■ 29 日（月）メモリアルデーにて事務局休み
■ 29 日（月）「1912 年から続くメモリアルデー日本人墓地墓

参会」森美樹夫大使をお迎えして、ＮＹ総領事館、N Ｙ仏教
会、日米合同教会、日系ライオンズクラブ、ニューヨーク育
英学園の協力でマウント・オリヴェット墓地で開催します。

■ 31 日（水）6pm-9:30pm 「第 53 回 JAA 奨学金＆第 17 回本
庄奨学金授与晩餐会」をハーバードクラブで開催します。基
調講演は藤田浩之氏 / テクノロジービジネス起業家です。参
加費は $300/person です。

 he Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
元
Ｗ
Ｂ

Ｏ
女
子
世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ

級
王
者
の
吉
田
実
代
︵
35
︶
が

４
月
27
日
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
の
ソ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
イ
ン
デ

ア
・
ス
ミ
ス(

26)

に
判
定
勝

ち
し
、
米
国
初
戦
を
飾
っ
た
。

　
３
分
８
ラ
ウ
ン
ド
の
試
合
、

序
盤
か
ら
激
し
い
打
ち
合
い
の

応
酬
と
な
っ
た
。
対
戦
相
手
の

ス
ミ
ス
が
最
初
に
リ
ン
グ
に
上

が
っ
た
時
は
、
体
格
差
で
身
長

や
リ
ー
チ
の
あ
る
吉
田
が
俄
然

有
利
に
見
え
た
が
、
ゴ
ン
グ
が

鳴
る
と
１
回
か
ら
バ
チ
バ
チ
の

打
ち
合
い
に
。
吉
田
は
前
に
出

る
攻
撃
で
ス
ミ
ス
の
踊
る
よ
う

な
連
打
を
か
わ
し
な
が
ら
ジ
ャ

ブ
、
ス
ト
レ
ー
ト
を
的
確
に
入

れ
て
い
く
が
、
中
盤
の
接
近
戦

で
ス
ミ
ス
を
抱
え
込
ん
で
し
ま

い
審
判
か
ら
注
意
を
受
け
る
場

面
も
。
終
盤
は
セ
コ
ン
ド
か
ら

の
前
に
出
て
攻
撃
を
す
る
よ
う

大
き
な
ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
指
示
さ

れ
８
回
最
終
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ス

ミ
ス
を
圧
倒
す
る
パ
ン
チ
で
相

手
の
動
き
を
止
め
試
合
終
了
の

ゴ
ン
グ
。
判
定
の
結
果
審
判
長

が
吉
田
の
手
を
あ
げ
た
時
、
吉

田
の
頬
に
熱
い
涙
が
流
れ
た
。

吉
田
に
と
っ
て
は
こ
の
一
戦
の

勝
利
は
何
よ
り
も
大
き
か
っ

た
。
２
０
１
９
年
に
Ｗ
Ｂ
Ｏ
女

子
世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
王

座
を
獲
得
す
る
も
昨
年
５
月
に

防
衛
戦
で
判
定
負
け
と
な
り
王

座
を
手
放
し
て
い
る
。
そ
の
時

点
で
34
歳
。
闘
う
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
と
し
て
７
歳
の
娘
を
育
て

な
が
ら
の
現
役
生
活
を
続
け
た

が
、
日
本
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
く
保
て
る
対
戦
相
手
に
恵

ま
れ
ず
対
戦
相
手
を
海
外
に
求

め
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
マ

イ
ク
タ
イ
ソ
ン
な
ど
を
輩
出
し

た
名
門
ジ
ム
の
﹁
デ
ビ
ラ
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
﹂
と
昨
年

契
約
を
結
ん
だ
。

　
リ
ン
グ
で
司
会
か
ら
勝
利
の

感
想
を
聞
か
れ
た
吉
田
は
﹁
自

分
は
鹿
児
島
で
生
ま
れ
、
決
し

て
恵
ま
れ
た
家
庭
環
境
で
育
っ

て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
諦
め

ず
に
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。
こ
れ

が
後
に
続
く
人
た
ち
の
勇
気
に

な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
﹂
と

話
し
、笑
顔
で
娘
の
実
衣
菜︵
み

い
な
︶
ち
ゃ
ん
と
リ
ン
グ
で
抱

き
合
っ
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー
不
在

の
な
か
東
京
に
自
宅
の
な
い
ま

ま
知
人
宅
を
渡
り
歩
き
、
試
合

ま
で
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
、

試
合
ま
で
の
減
量
や
練
習
は
か

な
り
苦
労
し
た
と
言
う
。
今
回

24
時
間
経
由
で
Ｎ
Ｙ
に
到
着
し

た
。
2
日
で
残
り
の
体
重
を
落

と
し
て
着
い
て
3
日
目
に
計

量
、
4
日
目
に
試
合
と
い
う
普

通
あ
り
え
な
い
過
密
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
闘
い
、
計
量
前
か
ら
満

身
創
痍
だ
っ
た
。
渡
米
ビ
ザ
が

遅
れ
2
月
の
試
合
を
流
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、﹁
興
業

側
デ
ビ
ラ
側
の
期
待
に
応
え
た

か
っ
た
か
ら
言
い
訳
は
し
な
い

と
決
め
て
腹
を
決
め
て
、
や
り

通
せ
た
。
セ
コ
ン
ド
と
も
ぶ
っ

つ
け
本
番
だ
っ
た
が
、
私
の
勝

ち
た
い
気
持
ち
と
周
り
の
勝
た

せ
た
い
気
持
ち
が
う
ま
く
シ
ン

ク
ロ
し
て
気
迫
で
勝
ち
に
い
け

た
と
思
う
。
一
年
ぶ
り
の
試
合

に
こ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
こ

の
状
況
で
勝
て
た
こ
と
は
自
分

に
と
っ
て
は
収
穫
が
大
き
い
で

す
。
課
題
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
す
が
次
戦
は
充
分
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
整
え
て
試
合
間
隔
も

空
け
ず
に
試
合
を
ど
ん
ど
ん
こ

な
し
て
強
く
な
っ
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
﹂
と
本
紙
に

語
っ
た
。

︵

三

浦

良

一

記

者
、Photo 

Takako Ida 

︶

吉
田
実
代
執
念
で

米
国
初
戦
飾
る

NY タイムズスクエア

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
http://www.yamagatadental.net/
tel:9176780297
mailto:villagewellusa.com@gmail.com
mailto:info@jaany.org
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （14）

　
外
国
籍
を
取
得
す
る
と
日
本

国
籍
が
自
動
的
に
は
く
奪
さ
れ

る
国
籍
法
第
11
条
の
違
憲
性
や

改
正
を
求
め
る
二
つ
の
訴
訟
が

進
行
中
で
す
。
最
近
も
原
告
側

に
よ
る
記
者
会
見
や
ト
ー
ク
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

認
識
す
べ
き
は
米
国
籍
保
持
者

と
永
住
許
可
証
保
持
者
の
大
き

な
違
い
で
す
。

　
国
は
裁
判
の
中
で
﹁
在
外
邦

人
は
居
住
外
国
の
国
籍
を
取
得

す
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
﹂

と
主
張
し
ま
す
。
し
か
し
、
外

国
籍
が
必
要
不
可
欠
な
人
が
多

数
い
ま
す
。
就
職
、
社
会
保
障
、

相
続
な
ど
で
不
利
。
投
票
権
が

な
く
在
留
資
格
が
不
安
定
。
国

籍
が
異
な
る
夫
婦
間
で
離
散
の

不
安
が
あ
る
。
介
護
に
親
を
呼

び
寄
せ
ら
れ
な
い
等
か
ら
で

す
。

　
米
国
の
永
住
許
可
︵
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
︶
所
持
者
が
日
本
に

帰
国
す
る
際
、
親
の
危
篤
な
ど

で
帰
国
が
長
引
け
ば
永
住
許
可

は
く
奪
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
旅
券
を

持
た
な
い
人
に
対
す
る
入
国
制

限
の
た
め
、
日
本
国
籍
を
奪
わ

れ
て
﹁
親
の
死
に
目
に
会
え
な

か
っ
た
﹂
日
本
人
が
続
出
し
ま

し
た
。

　
社
会
保
障
で
も
米
国
市
民
と

永
住
者
の
間
に
は
差
別
が
あ

り
、
し
か
も
そ
の
差
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
に

な
っ
た
時
に
最
低
生
活
が
で
き

る
か
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
て

る
の
も
以
上
述
べ
た
複
数
国
籍

の
﹁
必
然
性
﹂
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
香
港
の
サ
ウ
ス
・
チ
ャ
イ
ナ
・

モ
ー
ニ
ン
グ
ポ
ス
ト
紙
は
﹁
人

口
減
少
の
危
機
に
、
自
国
民
か

ら
国
籍
を
奪
う
不
可
解
な
日

本
﹂
と
報
じ
て
い
ま
す
。
先
祖

代
々
日
本
人
で
日
本
の
血
が
流

れ
て
い
る
の
に
、﹁
日
本
人
で

は
な
い
﹂
と
さ
れ
る
こ
と
に
保

守
層
が
怒
り
を
表
す
べ
き
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
す
。
政
府
が
国

民
の
国
籍
を
奪
う
と
い
う
﹁
反

国
益
﹂
を
見
直
す
時
で
す
。

　
ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

米
国
籍
と
永
住
権
の

大
差
を
無
視
す
る
国
籍
法

し
ま
う
か
と
い
う
生
死
す
ら
分

け
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪

を
犯
し
て
も
米
国
市
民
で
あ
れ

ば
国
外
退
去
や
強
制
送
還
と
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
永
住
者
は
有

罪
と
な
り
や
す
く
、
長
い
懲
役

刑
で
強
制
送
還
と
な
り
え
、
永

住
許
可
は
消
滅
し
ま
す
。

  

米
国
で
日
本
人
夫
婦
か
ら
生

ま
れ
た
子
供
も
3
か
月
以
内
に

国
籍
留
保
届
け
を
提
出
し
な
い

と
日
本
国
籍
を
失
う
の
で
す
。

  

必
要
に
駆
ら
れ
て
外
国
籍
を

取
得
し
た
南
部
陽
一
郎
、
中
村

修
二
、
眞
鍋
淑
郎
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
各
氏
も
日
本
国
籍
を

は
く
奪
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
は
複
数
国
籍
の
弊
害
と
し

て
、
外
交
的
保
護
、
兵
役
義
務
、

納
税
義
務
の
衝
突
な
ど
を
挙
げ

ま
す
が
、
税
金
は
国
籍
で
は
な

く
所
得
発
生
国
で
課
税
さ
れ
、

他
の
理
由
も
弊
害
に
な
り
ま
せ

ん
。

　
今
や
日
本
の
複
数
国
籍
者
も

１
０
０
万
人
超
と
推
測
さ
れ
、

複
数
国
籍
に
肯
定
的
な
国
が

１
５
０
か
国
約
77
％
と
言
わ
れ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

各
都
道
府
県
の
県
人
会
の
代
表

が
４
月
21
日
夕
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
に
集
ま
り
、
初
の
合
同
県
人

会
﹁
春
の
食
事
会
﹂
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、 

青
森
、
秋
田
、

宮
城
、
福
島
、
栃
木
、
茨
城
、

埼
玉
、
東
京
、
石
川
、
福
井
、

京
都
、
大
阪
、
和
歌
山
、
広

島
、
山
口
、
徳
島
、
長
崎
、
大

分
、
鹿
児
島
、
沖
縄
な
ど
22
の

県
や
団
体
代
表
ら
30
人
が
参
加

し
た
。

　
今
回
の
合
同
県
人
会
︵
春
の

食
事
会
︶
開
催
の
主
旨
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
県
人
会
を

Ｎ
Ｙ
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
し
て
活
性
化
で
き
る
の
か
、

そ
の
課
題
解
決
策
を
協
議
す
る

こ
と
と
共
に
、
県
人
会
の
代
表

者
同
士
が
知
り
合
い
と
な
り
、

他
府
県
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ま

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
県
人
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
会
合
で

の
親
睦
を
深
め
る
活
動
は
し
て

い
る
が
、
全
国
の
県
人
会
が
集

ま
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。

　
呼
び
か
け
人
の
一
人
、
長
崎

県
人
会
会
長
で
合
同
県
人
会
幹

事
を
務
め
た
木
下
信
義
さ
ん
は

﹁
今
後
も
出
身
地
を
ベ
ー
ス
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
存
在
意
義
は
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
と
変
わ
り
が
な
い
こ
と

は
確
認
で
き
た
が
、
イ
ベ
ン
ト

へ
の
来
場
誘
致
の
た
め
の
案
内

の
仕
方
や
、
特
に
若
い
層
の
取

り
込
み
に
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
設
け
、
継
続
的
な
運
営
管
理

と
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
、
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｎ
Ｙ
同
窓

会 (

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ)

と
連

携
し
て
各
県
の
地
元
に
滞
在
経

験
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
参
加

を
促
す
な
ど
、
よ
り
参
加
者
の

興
味
や
関
心
を
惹
く
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
ど
積
極
的
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
会
に
な
っ
た
と
思
う
﹂
と
話

す
。
Ｎ
Ｙ
青
森
県
人
会
の
会
長

を
長
年
務
め
て
今
回
顧
問
に
退

い
た
松
浦
玲
子
さ
ん
は
﹁
東
北

６
県
と
北
海
道
で
作
る
ほ
く
ほ

く
会
で
10
年
近
く
交
流
し
て
い

る
が
、
合
同
県
人
会
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
結
束
を
全
国
に
ま
で

規
模
を
広
め
た
も
の
で
、
各
県

同
士
の
連
携
が
深
ま
れ
ば
、
さ

ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が
期
待
で

き
そ
う
だ
﹂
と
話
す
。

Ｎ
Ｙ
で
合
同
県
人
会

日
系
社
会
の
連
携
を
促
進

　
地
方
の
食
を
テ
ー
マ
に
し
た

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ン
ス
﹂が
、

５
月
1
日
か
ら
31
日
︵
水
︶
ま

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。︵
在
Ｎ

Ｙ
総
領
事
館
と
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ

事
務
所
の
共
催
︶
日
本
の
食
や

文
化
、
魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
に
伝
え
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。

　

ま

た
、

ジ

ャ

パ

ン
・

マ

ン
ス
の
ス
タ
ー
ト
を
記
念

し
、
参
加
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

食
事
や
日
本
食
を
楽
し
む
写

真

を
﹁W

e love Japanese 
food

﹂

と

ハ

ッ

シ

ュ

タ

グ

﹁#
m

ayisjapanm
onth

﹂
を

つ
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る

と
、
日
本
航
空
の
協
賛
に
よ
り

Ｎ
Ｙ
か
ら
日
本
へ
の
往
復
航

空
券
︵
ペ
ア
︶
チ
ケ
ッ
ト
が

当
た
る
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
・
ポ
ス
ト
・
コ
ン
テ
ス

ト
﹂
も
実
施
中
。
参
加
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.ja

p
a

n
fes.co

m
/

japanm
onth

を
参
照
す
る
。

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
本
食

大
好
き

　
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
４
月
14
日
、﹁
オ
ペ
ラ

座
の
怪
人
﹂
を
は
じ
め
数
々
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
手
掛
け
た
英

国
人
作
曲
家
、
男
爵
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
ロ
イ
ド
・
ウ
ェ
バ
ー
氏

に
同
市
最
高
の
勲
章
の
ひ
と
つ

で
あ
る
﹁
キ
ー
・
ト
ゥ
・
ザ
・

シ
テ
ィ
︵
Ｎ
Ｙ
市
の
鍵
︶﹂
を

授
与
し
た
。

　
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
で
最
長
の

ロ
ン
グ
ラ
ン
舞
台
﹁
オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
﹂
は
同
月
16
日
、
マ
ジ

ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
劇
場
で
35
年
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
同
劇

場
の
前
で
会
見
を
行
っ
た
同
市

長
は
ウ
ェ
バ
ー
氏
を
﹁
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
の
真
の
貢
献
者
で
あ

り
、
皆
の
心
に
光
を
と
も
し
続

け
た
﹂
と
称
え
た
。
ウ
ェ
バ
ー

氏
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
英
国

だ
が
心
は
い
つ
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
と
同
じ
で
﹁
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
故
郷

で
あ
り
、
私
が
存
在
し
て
い
た

い
と
こ
ろ
だ
﹂
と
語
っ
た
。
ま

た
、
ネ
ズ
ミ
問
題
強
化
に
取
り

組
む
ア
ダ
ム
ス
同
市
長
の
﹁
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
﹃
キ
ャ
ッ
ツ
﹄
の

復
活
は
ど
う
か
﹂
と
い
う
冗
談

交
じ
り
の
提
案
に
直
接
返
答
は

し
な
か
っ
た
が
﹁
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
の
繁
栄
に
努
め
続
け
る
。

今
後
の
新
作
に
期
待
し
て
い

る
﹂
と
話
し
た
。︵
写
真
提
供
・

Ｎ
Ｙ
市
役
所
︶ 

﹁
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
﹂
ウ
ェ
バ
ー
氏 

　

Ｎ
Ｙ
市
の
鍵
を
受
賞 

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
樽
生

期
間
限
定
で
イ
ベ
ン
ト

Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｏ

　
沖
縄
県
発
の
オ
リ
オ
ン
ビ
ー

ル
が
15
日︵
月
︶か
ら
31
日︵
水
︶

ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本

食
居
酒
屋
﹁
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｅ
Ｎ

Ｏ
﹂︵
西
46
丁
目
３
５
８
番
地
︶

で
樽
生
ビ
ー
ル
の
期
間
限
定
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
。
営
業
期
間
中

一
杯
５
ド
ル
。
手
造
り
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
﹁
75
ビ
ー
ル
﹂
が
５

缶
で
20
ド
ル
で
１
缶
追
加
で
お

ま
け
す
る
。
オ
リ
オ
ン
樽
生

﹁
ザ
・
ド
ラ
フ
ト
﹂
は
オ
リ
オ

ン
史
上
初
の
沖
縄
ク
ラ
フ
ト
と

呼
べ
る
ビ
ー
ル
で
、
沖
縄
の
素

材
を
更
に
生
か
し
、
沖
縄
の
気

候
に
合
っ
た
最
高
の
﹁
の
ど
ご

し
﹂
を
追
求
し
た
ビ
ー
ル
と
し

て
定
評
が
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
２
日
、
地
下
鉄
で
邦
人
が

暴
力
被
害
に
遭
う
事
件
が
発
生

し
て
い
る
と
し
て
注
意
を
呼
び

か
け
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

市
で
４
月
下
旬
、
午
後
６
時
半

頃
、
邦
人
家
族
４
人
が
市
庁
舎

に
隣
接
す
る
地
下
鉄
駅
で
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
に
向
か
っ
て
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
し
な
が
ら
歩
い

て
い
た
と
こ
ろ
、
４
人
組
の
男

が
差
別
的
な
言
葉
を
発
し
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
い
た
父
親

に
菓
子
袋
を
投
げ
つ
け
、
他
の

男
が
フ
タ
の
開
い
た
牛
乳
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
投
げ
つ
け
、

子
供
と
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て

い
た
母
親
が
牛
乳
を
浴
び
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
４
月
中

旬
、
午
後
７
時
頃
、
帰
宅
途
中

の
邦
人
女
性
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
地
下
鉄D

ekalb A
venue

駅
で
、
向
か
い
側
に
座
っ
て
い

た
男
か
ら
右
肘
で
左
目
辺
り
を

殴
ら
れ
た
。
男
は
﹁
電
車
の
せ

い
だ
﹂
と
言
っ
て
降
車
し
た
。

邦
人
の
暴
力
被
害
相
次
ぐ

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
注
意
喚
起

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japanfes.com/japanmonth
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５
月
13
日
に
開
催

日
米
企
業
98
社
が
資
金
支
援

さあジャパンパレード！

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
公
邸

で
４
月
21
日
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ

ー
ド
に
関
す
る
記
者
会
見
が
行

わ
れ
た
。
５
月
13
日
︵
土
︶
に

実
施
さ
れ
る
パ
レ
ー
ド
に
は
、

日
本
か
ら
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
、
ラ
イ
ブ
・
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
﹁N

A
R

U
T

O
-

ナ
ル

ト-

﹂
を
迎
え
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
た
。
同
作
品
は
ア
ニ
メ
を

原
作
に
し
た
２
０
１
５
年
3
月

初
演
の
舞
台
化
作
品
で
、
当
日

は
う
ず
ま
き
ナ
ル
ト
︵
中
尾
暢

樹
︶
、
春
野
サ
ク
ラ
︵
伊
藤
優

衣
︶
、
は
た
け
カ
カ
シ
︵
君
沢

ユ
ウ
キ
︶
が
登
場
す
る
。

午
後
１
時
に
ス
タ
ー
ト

　
パ
レ
ー
ド
は
、
午
後
１
時
か

ら
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス

ト
81
丁
目
を
出
発
し
、
67
丁
目

ま
で
南
下
。
参
加
団
体
は
86
団

体
を
予
定
し
て
い
る
。
グ
ラ
ン

ド
マ
ー
シ
ャ
ル
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
冬
季
五
輪
米
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
日
系
人
ア
ス
リ
ー

ト
、
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ヤ
マ
グ
チ

さ
ん
。

　
開
会
式
は
70
丁
目
と
71
丁
目

の
間
に
設
け
ら
れ
る
特
設
ス
タ

ン
ド
前
で
午
後
0
時
30
分
か
ら

30
分
間
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
記

者
会
見
で
は
大
会
名
誉
会
長
の

森
美
樹
夫
大
使
、
魚
返
大
輔
実

行
委
員
長
︵
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
イ

ン
ク
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
東
京

海
上
︶、
吉
井
久
美
子
事
務
局

長
︵
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
社
長
︶、
ル
イ

ス
・
セ
プ
ル
ベ
ダ
Ｎ
Ｙ
州
上
院

議
員
、
前
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
長

の
ゲ
イ
ル
・
ブ
ル
ー
ワ
ー
Ｎ
Ｙ

市
議
会
議
員
が
出
席
し
た
。
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
の
事
業
予
算

　
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
個

人
・
団
体
は
次
の
通
り
。
グ
ラ

ン
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
＝
ク
リ
ス

テ
ィ
・
ヤ
マ
グ
チ
氏
、
Ｎ
Ｙ
総

領
事
・
森
美
樹
夫
大
使
、
ジ
ャ

パ
ン
デ
ー
・
イ
ン
ク
魚
返
大
輔

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
ハ
ロ
ー
・
キ

テ
ィ
、
ラ
イ
ブ
・
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
・
ナ
ル
ト
、
東
京
海
上
ア
メ

リ
カ
、
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
、

国
際
交
流
基
金
、
小
野
山
弘
子

と
ヤ
ン
グ
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
コ

ー
ラ
ス
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
、

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
、
日
本

ク
ラ
ブ
、
日
本
航
空
、
久
光
ア

メ
リ
カ
、
全
日
空
、
寒
川
神
社

お
神
輿
、
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

お
神
輿
、
Ｎ
Ｙ
茨
城
県
人
会
お

神
輿
、
僧
太
鼓
、
美
太
鼓
、
鼓
舞
、

紐
育
太
鼓
愛
好
会
、
ハ
ー
レ
ム
・

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ゴ
ス
ペ
ル
・

ク
ワ
イ
ヤ
ー
、
Ｎ
Ｙ
市
警
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
大
阪
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ｎ
Ｙ
支
部
、
小

倉
直
也
バ
ン
ド
、
伊
藤
さ
ち
よ

舞
踊
団
、
Ｎ
Ｙ
よ
さ
こ
い
チ
ー

ム
紅
玉
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・

ア
ー
ツ
、
よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
天
手
古
舞
、
民
舞

座
・
花
笠
会
、
江
州
音
頭
、
ト

リ
プ
ル
デ
ィ
ダ
ン
ス
ア
ン
リ
ミ

テ
ッ
ド
、
Ｎ
Ｙ
ダ
ン
ス
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
リ
ー
・
ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ

エ
、
国
際
空
手
道
連
盟
極
真
会

館
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
エ
リ
ア
柔
道
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｊ
弓
道

会
、
Ｎ
Ｙ
武
道
協
会
、
大
紐
育

な
ぎ
な
た
連
盟
、白
虎
館
道
場
、

Ｎ
Ｙ
Ｃ
剣
道
ク
ラ
ブ
、誠
道
塾
、

殺
陣
波
涛
流
Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｙ
剣
心

会
、
剣
禅
道
場
、
Ｎ
Ｙ
京
都
倶

楽
部
、
Ｎ
Ｙ
き
も
の
ア
カ
デ
ミ

ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
、
慶
応
義
塾
Ｎ
Ｙ
学

院
、
米
国
北
東
部
日
本
語
教
師

会
、
ハ
ン
タ
ー
大
学
日
本
語
文

化
科
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語

学
園
、
森
の
家w

ith

コ
コ
か

ら
キ
ッ
ズ
、
ハ
リ
ソ
ン
高
校
日

本
語
ク
ラ
ブ
、ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
・

チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
、
フ
レ
ド
リ

ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
、
公
立
学
校
１
４
７
ア
イ
ザ

ッ
ク
・
レ
ム
セ
ン
日
本
語
２
か

国
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
パ
ー
ク
ス

ロ
ー
プ
ロ
ー
ル
、
あ
お
ぞ
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
、
Ｎ
Ｙ
奄
美

会
、
Ｎ
Ｙ
和
歌
山
県
人
会
、
Ｎ

Ｙ
長
崎
県
人
会
︵
広
島
会
・
愛

知
県
人
会
と
合
同
︶、
Ｎ
Ｙ
群

馬
県
人
会
、
Ｎ
Ｙ
稲
門
会
、
ミ

ル
ク
ピ
ン
ク
メ
イ
ド
カ
フ
ェ
、

Ｎ
Ｙ
ロ
リ
ー
タ
ズ
、
ア
ニ
メ
Ｎ

Ｙ
Ｃ
、
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
、
Ｎ
Ｙ
市

長
室
＆
市
当
局
、
Ｎ
Ｙ
市
警
騎

馬
警
官
隊
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人

退
役
軍
人
協
会
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
、
米
国
日
本
人
医
師
会
、
東

京
ブ
ロ
ン
ク
ス
Ａ
Ｃ
Ｇ
、
Ｎ
Ｙ

日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
ジ

ャ
パ
ン
・
コ
ー
ラ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
、
Ｎ
Ｙ
デ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ア
ジ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ

ー
ガ
ル
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
＆
エ
ジ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ド
、
Ｎ

Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会
と
サ
ラ

イ
カ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・
コ
レ

ク
テ
ィ
ブ
、
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
日
本
人
／
日
系
人
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
＋
、
キ
ャ
バ
、
日
米
合
同

教
会
、落
語
家
・
桂
三
輝
、ミ
ス
・

イ
ミ
グ
ラ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
全
米

ウ
ク
ラ
イ
ナ
女
性
連
盟
、
柳
家

東
三
楼
ざ
ぶ
と
ん
亭
一
門
、
Ｎ

Ｙ
市
警
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
、
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
リ
ー
ハ
イ
バ

レ
ー
地
区
の
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
。︵
以
上
92
団
体
と
個
人
︶

約
90
団
体
が
パ
レ
ー
ド
行
進

　
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
開
催
を
発
表
す
る
記
者
会
見
で
左
か
ら
吉

井
久
美
子
事
務
局
長
、
魚
返
実
行
委
員
長
、
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
森
大

使(

名
誉
会
長
︶
、
セ
プ
ル
ベ
ダ
Ｎ
Ｙ
州
上
院
議
員
、
ブ
ル
ー
ワ
ー

Ｎ
Ｙ
市
議
会
議
員
。
大
使
が
手
に
持
つ
の
は
、
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
ギ
ャ
リ
ー
・
ビ
チ
カ
ス
さ
ん
の
作
品

１
５
０
万
ド
ル
は
日
米
98
社
の

支
援
・
寄
付
で
賄
わ
れ
８
割
が

日
系
企
業
。
ま
た
西
72
丁
目
を

使
っ
て
同
時
開
催
さ
れ
る
ジ
ャ

パ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
は
、

露
店
ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ド
の
祭

典
﹁
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
﹂
と
の

初
コ
ラ
ボ
と
な
り
、
フ
ー
ド
テ

ン
ト
が
約
20
テ
ン
ト
に
拡
大
す

る
。
フ
ー
ド
テ
ン
ト
は
有
料
と

な
る
が
﹁
無
料
だ
っ
た
時
の
２

時
間
待
ち
の
よ
う
な
長
い
行
列

な
ど
が
改
善
さ
れ
る
﹂︵
吉
井

事
務
局
長
︶
と
い
う
。

３
行
目
の
銀
行
破
綻

波
及
拡
大
に
警
戒
感

　
中
堅
銀
行
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・

リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
銀
行
が
1
日
、

経
営
破
綻
し
た
。
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ

ン
・
チ
ェ
ー
ス
が
、
フ
ァ
ー
ス

ト
銀
の
大
部
分
の
資
産
を
買
収

し
、
全
預
金
を
引
き
継
ぐ
こ
と

で
大
き
な
混
乱
は
免
れ
た
。
３

月
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
銀
行

︵
Ｓ
Ｖ
Ｂ
︶、
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
銀

行
に
続
き
3
行
目
。
資
産
規
模

で
Ｓ
Ｖ
Ｂ
を
上
回
り
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
で
は
最
大
、

米
史
上
で
も
2
番
目
の
規
模
の

銀
行
破
綻
。
預
金
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
中
心
に
し
た
不
安
投
稿
が
増

大
し
、
世
界
の
金
融
市
場
で
警

戒
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

https://www.fivelightscenter.com/
https://www.maxjob.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://myriverside.net/home
http://kkobo.com/
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識
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﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん

や
、
う
ち
の
会
社
で
は
連
結
決

算
を
行
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
が
、

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
な
ん
じ

ゃ
？
﹂
会
社
経
営
者
の
鬣
︵
た

て
が
み
︶
は
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
健
吉
︵
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
：
通
称
、
譲
謙
ゆ
ず

け
ん
︶
に
お
も
む
ろ
に
聞
い
た
。

﹁
連
結
決
算
と
は
、
親
子
会
社

を
１
つ
の
グ
ル
ー
プ
会
計
と
考

え
て
合
算
し
て
財
務
諸
表
を
作

成
す
る
こ
と
で
す
。
﹂
﹁
そ
れ
じ

ゃ
、
親
会
社
に
子
会
社
の
財
務

諸
表
を
単
純
に
た
せ
ば
よ
い
だ

け
か
？
﹂
﹁
い
え
い
え
、
そ
ん

な
に
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

連
結
決
算
で
は
、
ま
ず
①
親
会

社
と
そ
の
子
会
社
、
孫
会
社
の

財
務
諸
表
を
全
部
合
算
し
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
②
子
会
社
間

や
親
子
会
社
間
の
取
引
を
消
去

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
鬣

さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、

こ
の
う
ち
の
①
の
手
続
き
の
合

算
で
す
。
﹂
﹁
な
ん
で
、
合
算
だ

け
じ
ゃ
だ
め
な
ん
だ
？
﹂﹁
合

算
し
た
だ
け
で
は
、
内
部
取
引

が
足
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
売

上
や
仕
入
れ
が
過
大
に
計
上
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら

で
す
。
例
え
ば
、
子
会
社
Ａ
か

ら
子
会
社
Ｂ
に
５
０
０
万
円
売

り
上
げ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ

連
結
決
算
で
重
要
な
こ
と

消
去
仕
訳
に
は
、
投
資
資
本
消

去
、
内
部
取
引
消
去
、
未
実
現

利
益
消
去
、
営
業
権
と
無
形
固

定
資
産
、
有
形
固
定
資
産
の
償

却
仕
訳
の
計
上
が
あ
り
ま
す
。﹂

﹁
ず
い
ぶ
ん
あ
る
な
。
こ
ん
な

に
あ
る
と
正
確
に
処
理
す
る
の

は
難
し
い
だ
ろ
う
？
﹂﹁
そ
の

通
り
で
す
。﹂﹁
そ
れ
じ
ゃ
、
間

違
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
、
い
い
ん
じ
ゃ
？
﹂

﹁
ま
ず
、
連
結
に
は
ア
メ
リ
カ

方
式
と
日
本
方
式
が
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
方
式
は
親
会
社

が
単
体
でE

quity m
ethod

︵
持
ち
分
法
︶
を
適
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
親
会
社
単
体
の

損
益
や
資
本
勘
定
と
連
結
の
結

果
を
一
致
さ
せ
る
方
法
で
す
。

こ
の
方
式
の
長
所
は
親
会
社
の

財
務
諸
表
で
連
結
の
結
果
が
わ

か
る
こ
と
と
、
連
結
決
算
に
間

違
い
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
発
見
で

き
る
こ
と
で
す
。
日
本
方
式
は

れ
は
グ
ル
ー
プ
全
体
か
ら
み
れ

ば
、
外
部
売
上
は
＄
0
で
す
。﹂

﹁
確
か
に
そ
う
じ
ゃ
の
う
。﹂﹁
②

の
子
会
社
間
や
親
子
会
社
間
取

引
の
消
去
手
続
き
を
連
結
消
去

仕
訳
と
い
い
ま
す
。﹂﹁“

れ
ん

け
つ
し
よ
う
と
し
た
わ
け“

っ

て
い
う
の
は
な
ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
連

結
消
去
仕
訳
︵
れ
ん
け
つ
し
ょ

う
き
ょ
し
わ
け
︶
で
す
。
連
結

フ
ラ
ッ
ト
連
結
と
呼
ば
れ
ま
す

が
、
親
会
社
が
単
体
で
持
ち
分

法
を
適
用
し
な
い
た
め
に
連
結

消
去
で
正
し
い
数
字
を
出
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。長
所
は
、

親
会
社
で
持
ち
分
法
を
適
用
し

な
く
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
資
本
を
動
か
す
こ
と
が
な

い
の
で
、
親
会
社
単
体
の
処
理

が
簡
単
で
す
。短
所
と
し
て
は
、

連
結
消
去
仕
訳
で
利
益
を
動
か

す
取
引
に
つ
い
て
は
、
明
細
表

で
連
結
の
始
ま
っ
た
年
か
ら
終

了
す
る
年
ま
で
、
す
べ
て
の
取

引
を
記
録
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
資
本
消
去
取
引
で
は

関
係
会
社
の
す
べ
て
の
資
本
増

減
取
引
、
未
実
現
取
引
で
は
未

実
現
部
分
が
な
く
な
る
ま
で
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
が
必
要
で
す
。
営

業
権
、
無
形
固
定
資
産
、
有
形

固
定
資
産
な
ど
で
は
、
償
却
が

始
ま
っ
て
か
ら
完
了
す
る
ま
で

の
増
減
表
を
完
備
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。﹂﹁
ほ
う
、
そ
れ

は
面
倒
そ
う
じ
ゃ
な
、
そ
れ
を

し
て
お
か
な
い
と
ど
う
な
る
ん

じ
ゃ
？
﹂﹁
正
確
な
連
結
財
務

諸
表
の
作
成
で
き
な
く
な
り
ま

す
。﹂﹁
そ
れ
じ
ゃ
、
簡
単
に
す

る
方
法
は
な
い
か
？
﹂﹁
あ
り

ま
す
。
な
る
べ
く
複
雑
な
内
部

取
引
は
し
な
い
こ
と
で
す
。
内

部
取
引
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
視

点
で
見
る
と
本
当
の
売
り
上
げ

で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
な
る

べ
く
シ
ン
プ
ル
に
す
る
べ
き
で

す
。
そ
し
て
、
内
部
利
益
が
次

期
に
繰
り
越
さ
な
い
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
。
シ
ン
プ
ル

な
取
引
例
と
し
て
は
売
上
と
経

費
の
相
殺
な
ど
は
次
期
へ
持
ち

越
し
ま
せ
ん
。﹂﹁
そ
う
か
、
よ

く
わ
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。﹂

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：

齊
藤
幸
喜

　
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
企
画
、
第
15
回
Ｊ
Ａ
Ａ

春
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
﹁
ラ
イ

オ
ン
ズ
大
学
・
大
人
の
教
養

シ
リ
ー
ズ
第
６
弾
﹂
の
講
演

が
、
４
月
22
日
か
ら
５
月
10
日

︵
水
︶
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
︵Y

ouT
ube

︶
で
の
配
信

を
行
っ
て
い
る
。
４
人
の
講
師

が
連
続
し
て
各
30
分
の
講
義
を

配
信
し
、
一
度
の
申
し
込
み
で

自
由
に
視
聴
で
き
る
。︵
共
催
・

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
・
邦
人
医
療
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
後
援
・
在

Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
︶。

　
講
師
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ

ン
ド
︵
本
社
大
阪
市
、
河
本
扶

美
子
社
長
︶
が
運
営
す
る
マ
イ

ベ
ス
ト
プ
ロ
ト
プ
ロ
に
登
録
の

山
口
里
美
氏
︵
一
般
社
団
法
人

日
本
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト

協
会
代
表
理
事
︶
が
﹁
ど
う
す

る
？
相
続
登
記
の
義
務
化
〜
住

ま
い
の
終
活
﹂
と
題
し
て
講
演

し
て
い
る
。

　
山
口
里
美
さ
ん
は
﹁
相
続
登

記
の
義
務
化
﹂
に
伴
い
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き
の
変
更
が
生
じ

る
の
か
を
解
説
し
た
。
ま
ず
相

続
登
記
義
務
化
の
ポ
イ
ン
ト
、

国
に
土
地
を
返
す
﹁
国
庫
帰
属

制
度
﹂
を
説
明
、
相
続
し
た
土

地
の
放
棄
は
危
険
で
住
ま
い
の

終
活
と
し
て
今
か
ら
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
日
本
に
は
相
続
し
た
土
地
を

登
記
す
る
義
務
が
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
た
め
、
日
本
全
国
に
所

有
者
不
明
の
土
地
、
荒
れ
放

題
の
土
地
が
、
面
積
に
し
て

４
１
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ほ
ぼ

九
州
と
同
じ
広
さ
、
国
土
の
20

％
ほ
ど
あ
り
、
そ
れ
が
北
海
道

ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た

め
に
政
府
が
所
有
者
不
明
の
土

地
を
国
に
戻
す
制
度
も
ス
タ
ー

ト
す
る
。
相
続
登
記
を
し
て
い

な
い
と
直
ち
に
売
却
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
土
地
に
建
物
を

建
て
る
際
に
も
支
障
が
生
じ

る
、
不
法
登
記
の
原
因
に
も
つ

な
が
る
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
因

が
生
じ
る
。
　

　
所
有
者
不
明
土
地
の
問
題
点

は
、
所
有
者
を
探
す
こ
と
に
多

大
の
時
間
と
費
用
が
か
か
る
こ

と
、
共
有
者
が
多
数
い
る
と
土

地
の
管
理
や
利
用
に
必
要
な
合

意
が
で
き
な
い
な
ど
だ
。

　
登
記
義
務
に
従
わ
な
い
場

合
、
今
後
は
、
罰
則
が
制
定
さ

れ
る
。
義
務
化
前
に
相
続
し
た

不
動
産
も
対
象
と
な
る
こ
と
に

注
意
が
必
要
だ
。
相
続
に
よ
る

不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
相
続
登
記
し
な
い

場
合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
の

対
象
と
な
る
。
住
所
変
更
も
登

記
も
義
務
化
さ
れ
、
２
年
以
内

に
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
５
万

円
以
下
の
過
料
の
対
象
に
な

る
。
た
だ
し
、
救
済
措
置
と
し

て
、
相
続
発
生
後
、
す
ぐ
に
相

続
登
記
を
行
え
な
い
場
合
に
、

相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出

る
こ
と
で
相
続
登
記
を
行
う
義

務
を
免
れ
る
制
度
が
あ
る
こ
と

も
知
っ
て
お
く
と
便
利
。

　
引
き
継
い
で
も
仕
方
な
い
土

地
を
相
続
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手

放
す
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
仕

組
み
﹁
国
に
土
地
を
返
す
国
庫

帰
属
制
度
﹂
が
生
ま
れ
た
。
こ

の
制
度
は
す
で
に
今
年
４
月
27

日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
申

請
で
き
る
人
、
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
土
地
、
費
用
な
ど

が
か
か
る
な
ど
の
細
則
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
。
制
度
の
申

請
が
で
き
る
の
は
、
相
続
や
遺

贈
に
よ
り
土
地
の
所
有
権
を
取

得
し
た
人
の
み
で
、
売
買
な
ど

で
自
ら
積
極
的
に
取
得
し
た
土

地
は
対
象
外
。

　
住
ま
い
の
終
活
と
し
て
今
か

ら
で
き
る
こ
と
は
︵
１
︶
相

続
登
記
が
済
ん
で
い
る
か
確

認
︵
２
︶
遺
言
や
民
事
信
託
な

ど
生
前
対
策
も
可
能
︵
３
︶
不

動
産
を
売
却
・
寄
付
な
ど
で
手

放
す
こ
と
も
対
策
の
一
つ
と
な

る
。
ま
ず
は
、
自
分
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
に
隠
れ
た
リ
ス
ク

が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。
　

　
　
　
　
　
◇

詳
細
はhttps://m

bp-japan.
com

/tokyo/cosm
o/

動
画
はhttps://youtu.be/

D
H

SG
M

eO
tD

Q
k

ど
う
す
る
相
続
登
記
の
義
務
化

住
ま
い
の
終
活

JAA ヘルスフェアに参加

日本の最新事情
山口里美氏がオンラインで解説中

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.jeiny.org/
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
https://mbp-japan.com/tokyo/cosmo/
https://youtu.be/DHSGMeOtDQk
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Ａ
Ｉ
で
会
社
の
業
務
は

代
行
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
？
︵
上
︶

クイック USA
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セ
ク
ハ
ラ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
社
内
で
セ
ク
ハ
ラ
を
防
止

す
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
セ
ク
ハ
ラ
と
そ
の
影
響

を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
、
従
業
員
が
社
内

で
の
セ
ク
ハ
ラ
を
認
識
し
、
適

切
な
対
応
を
と
る
よ
う
に
な
る

と
と
も
に
、
社
内
の
企
業
文
化

を
十
分
に
理
解
し
、
異
性
間
の

関
係
を
正
し
く
機
能
す
る
能
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
社
内
で

の
性
的
嫌
が
ら
せ
を
防
止
す
る

上
で
十
分
役
立
つ
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

■
Ａ
Ｉ
を
会
社
の
Ｈ
Ｒ
で
使
う

上
で
注
意
す
る
こ
と
は
？

︵
１
︶
法
的
な
影
響
を
考
慮
す

る - 

Ａ
Ｉ
を
Ｈ
Ｒ
に
導
入
す
る

際
は
、
法
律
・
規
則
に
抵
触
し

な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
切

な
法
的
枠
組
み
を
設
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

︵
２
︶
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題

を
考
慮
す
る - 

Ａ
Ｉ
を
用
い
た

場
合
、候
補
者
の
情
報
が
収
集
・

分
析
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
個
人
情
報
保
護
法
に
抵
触

し
な
い
よ
う
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

︵
３
︶
正
確
性
を
確
認
す
る - 

Ｈ
Ｒ
業
務
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
が
正

し
く
機
能
し
て
い
る
か
を
確
認

し
、
決
定
す
る
た
め
の
デ
ー
タ

を
適
切
に
収
集
し
、
正
確
な
結

果
を
導
き
出
す
た
め
に
確
実
な

検
証
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

︵
４
︶
人
間
の
審
査
を
行
う - 

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
場
合
で
も
、
最

終
的
な
決
定
は
人
間
が
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
収
集

し
た
デ
ー
タ
を
正
し
く
評
価

し
、
正
し
い
決
定
を
行
う
た
め

に
人
間
の
審
査
が
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。︵
つ
づ
く
︶

酒
井
謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc.

　CEO
www.919usa.com

　
皆
様
す
で
に
ご
存
知
の
通

り
、
昨
年
暮
れ
あ
た
り
か
ら
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
のO

penA
I

社

が
開
発
し
たC

hatG
PT

と
い

う
ウ
ェ
ブ
上
で
自
然
な
文
章
作

成
が
で
き
る
と
い
う
高
度
な
Ａ

Ｉ
技
術
か
ら
な
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
瞬
く
間
の
う

ち
に
世
界
中
を
席
巻
し
ま
し

た
。
昨
年
11
月
30
日
に
一
般
公

開
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
公

開
後
１
週
間
で
登
録
者
ユ
ー
ザ

ー
が
１
０
０
万
人
を
超
え
、
さ

ら
に
２
か
月
後
に
は
な
ん
と

１
億
人
超
え
を
達
成
し
た
と
い

う
驚
く
べ
き
世
界
最
速
記
録
を

打
ち
立
て
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
私
も
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
早

速
、
以
下
の
２
つ
の
質
問
を
尋

ね
る
形
で
、C

hatG
PT

を
使

っ
て
文
章
作
成
を
試
し
て
み
ま

し
た
。

■
セ
ク
ハ
ラ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

社
内
で
セ
ク
ハ
ラ
を
防
止
す
る

上
で
有
効
で
あ
る
か
？

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　レストランなどでのチップ支払いはアメリカ生活の決まり事です。本来チップは感謝の気
持ちで相手に渡すものですね。ところが、最近 Guilt Tipping という表現で、「義理」チップ
を払う状況が増えてきたと言われます。Guilt は罪悪感という意味ですが、ここでは、払わ
ないと罪に感じる義理感覚という意味なのでしょう。

　　ニューヨークではレストランでのチップは代金の１５% くらいと言われていました。しかし、パンデミック
のもと、苦労しているエッセンシャル・ワーカーにはたくさん払わなければという意識が広がり、２０％以上を
払う人も増えてきました。加えて、これまでは多くの人が払わなかった状況（例えば、持ち帰り用の Takeout
の場合など）でも、Guilt Tipping を払うようになって来ました。　
　　Guilt Tipping を促すのが、急速に広がりつつある、係員が客に差し出す代金支払い機器です。スクリーン
に表示される選択肢の中からチップのパーセント・額を選ぶわけですが、相手がすぐそばにいるので、つい多く
の額を払うことになります。現にこんな支払いスクリーンのお陰で、全米のレストランでのチップ総額が大幅に
上がったと言われています。
　物価高騰の中、レストランの食事はとても高いものになってきました。その上に Guilt Tipping です。それで
なくても日本人には大変面倒なチップ制度、ますます大変になりそうです。（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Guilt Tipping  「義理」チップ　 米 語
Watch
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自
治
体
国
際
化
協
会

Ｎ
Ｙ
所
長
に
松
井
氏
着
任

　
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
を
拠
点
と

す
る
大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
創
業
者
、
ス

チ
ュ
ー
・
レ
オ
ナ
ー
ド
さ
ん
が

４
月
26
日
、
レ
ノ
ッ
ク
ス
・
ヒ

ル
病
院
で
死
去
し
た
。
93
歳
だ

っ
た
。
レ
オ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
、

酪
農
を
営
む
実
家
で
数
年
間
、

牛
乳
配
達
人
と
し
て
働
い
た

後
、
１
９
６
９
年
に
地
元
の
同

州
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
で
最
初
の
乳

製
品
販
売
店
を
開
業
し
た
。
店

舗
面
積
１
万
７
０
０
０
平
方
フ

ィ
ー
ト
で
あ
り
な
が
ら
取
り
扱

い
商
品
は
わ
ず
か
８
種
類
と
い

う
同
店
は
、
平
方
フ
ィ
ー
ト
当

た
り
の
売
上
高
が
最
も
高
い
と

い
う
こ
と
で
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

登
録
さ
れ
た
。
91
年
に
２
店
舗

目
を
開
店
し
た
後
、
Ｎ
Ｙ
と
Ｎ

Ｊ
州
に
も
進
出
し
、
合
計
７
店

舗
ま
で
展
開
し
た
。 

　
同
社
は
低
価
格
や
高
品
質
だ

け
で
な
く
、
店
内
で
は
牛
の
人

形
た
ち
が
歌
う
な
ど
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
性
に
も
富
み
、
食

料
品
小
売
業
界
の
革
命
的
存
在

と
な
っ
た
。
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌

﹁
最
も
働
き
た
い
会
社
１
０
０
﹂

に
10
年
連
続
で
選
ば
れ
86
年
に

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
か
ら
大
統
領

勲
章
を
受
章
し
た
。 

楽
し
い
ス
ー
パ
ー
生
み
の
親 

Ｓ
・
レ
オ
ナ
ー
ド
さ
ん
死
去

　
自
治
体
国
際
化
協
会
︵
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｉ
Ｒ 

︶
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事

務
所
の
新
所
長
に
東
京
都
・
前

都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策

部
広
域
調
整
課
長
の
松
井
裕
明

氏
が
着
任
し
た
。
松
井
氏
は
埼

玉
県
出
身
。
１
９
９
１
年
獨
協

大
学
法
学
部
卒
、
同
年
４
月
東

京
都
採
用
。
２
０
０
６
年
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部

副
参
事
、
11
年
知
事
本
局
政
策

部
政
策
担
当
課
長
、
22
年
に
前

職
。
23
年
政
策
企
画
局
担
当
部

長
︵
自
治
体
国
際
化
協
会
派

遣
︶
。
同
Ｎ
Ｙ
事
務
所
は
日
本

国
内
の
８
つ
の
地
方
自
治
体
職

員
等
で
構
成
。
趣
味
は
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
演
奏
と
読
書
。
愛
読
書

は
山
崎
豊
子
の
﹃
華
麗
な
る
一

族
﹄
。
55
歳
。

　
日
本
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
の
泉
正
人
氏

が
４
月
29
日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
プ

ラ
ザ
で
﹁
パ
ラ
レ
ル
イ
ン
カ
ム
﹂

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

た
。
﹁
パ
ラ
レ
ル
イ
ン
カ
ム
﹂

と
は
、
﹁
好
き
な
こ
と
を
仕
事

に
し
て
﹂
自
ら
が
労
働
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
所
得
と

並
行
し
て
、
自
ら
が
労
働
を
し

な
く
て
も
自
動
的
か
つ
定
期
的

な
所
得
を
得
て
い
る
状
態
を
言

う
。い
わ
ば
、﹁
お
金
の
な
る
木
﹂

を
2
本
持
っ
て
い
る
状
態
を
目

指
す
講
座
。
当
日
は
25
人
が
参

加
。
質
疑
応
答
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
1
時
間
も
続
く
程
の
盛
況
だ

っ
た
。
パ
ラ
レ
ル
イ
ン
カ
ム
へ

の
道
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
実
際
の

受
講
生
5
人
の
ケ
ー
ス
が
紹
介

さ
れ
た
。
た
と
え
ば
﹁
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
収
入
を
得
な
が
ら
、
小

さ
な
ビ
ア
バ
ー
開
業
し
て
家
族

3
人
の
生
活
を
達
成
し
た
人
や

﹁
ハ
ワ
イ
で
サ
ー
フ
ィ
ン
﹂﹁
子

育
て
6
割
﹂﹁
夢
だ
っ
た
作
曲

の
仕
事
へ
シ
フ
ト
﹂
し
た
例
が

具
体
的
な
収
入
額
や
体
験
談
と

と
も
に
解
説
。
さ
ら
に
泉
氏
個

人
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
披
露
し
な

が
ら
金
融
教
育
の
重
要
さ
を
広

め
家
族
と
社
会
へ
の
還
元
を
し

て
い
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
労
働
収
入
を
不
労
所
得
に
変

換
す
る
に
は
、
い
き
な
り
で
は

な
く
段
階
的
な
ス
テ
ッ
プ
が
必

要
。
そ
の
ス
テ
ッ
プ
と
ス
ピ
ー

ド
の
引
き
上
げ
方
が
図
解
で
紹

介
さ
れ
、﹁
お
金
﹂
や
﹁
時
間
﹂

に
縛
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、

﹁
仕
事
﹂
や
﹁
住
処
﹂
や
﹁
人

間
関
係
﹂
ま
で
も
自
分
で
自
由

な
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
イ
メ
ー
ジ
が
説
明
さ
れ

た
。
そ
こ
で
も
再
度
、
実
際
の

個
人
の
例
を
当
て
は
め
て
具
体

的
に
紹
介
し
た
。
参
加
者
は
そ

れ
ら
の
例
を
自
分
に
当
て
は
め

な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
た
。

不
労
所
得
実
現

泉
氏
が
講
演
会

http://www.rostamilaw.com
http://www.swlgpc.com/jp/
https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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最
近
の
日
本
は
今
だ
に
マ
ス

ク
の
着
用
が
多
い
で
す
。
幾
ら

政
府
で
着
用
の
緩
和
を
進
め
て

も
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年

10
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
公
演
で
街
は
マ

ス
ク
を
つ
け
て
い
る
人
が
い
な

い
の
に
で
す
。
周
り
の
様
子
を

見
な
が
ら
忖
度
す
る
の
も
日
本

人
の
特
性
で
す
ね
。
今
年
の
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
公
演
は
10
月

２
日
で
す
。
そ
れ
に
応
じ
て
組

織
を
全
国
に
つ
く
り
着
物
ド
レ

ス
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
花
、
ジ

ェ
リ
ー
等
、
日
本
の
新
し
い
カ

ル
チ
ャ
ー
を
全
国
に
推
進
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
茶
道
の
テ

ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
の
講
師
の
方

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
の
講
師

な
ど
色
々
と
日
本
の
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
に
出
会
え
る
の
は
楽
し

い
事
で
す
。

　
最
近
ど
こ
か
の
マ
ス
コ
ミ
発

表
で
日
本
人
の
小
中
学
生
の
憧

れ
の
職
業
の
１
位
が
会
社
員
で

次
が
公
務
員
で
し
た
。
と
な
る

と
日
本
人
が
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

で
手
に
職
を
持
っ
て
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
と
し
て
の
世
界
へ
出
よ

う
、
と
い
う
ア
バ
ウ
ト
な
夢
の

事
業
は
日
本
の
世
の
中
は
指
示

さ
れ
て
ま
せ
ん
よ
ね
。

　
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
私

が
18
歳
で
父
を
な
く
し
東
京
の

明
治
学
院
大
学
に
進
ん
で
通
常

は
ア
ル
バ
イ
ト
暮
ら
し
で
も
地

元
に
帰
省
し
て
海
の
家
や
コ
ン

サ
ー
ト
を
主
催
し
在
学
４
年
次

に
は
売
り
込
ん
で
代
議
士
の
雑

用
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
の
秘

書
。
そ
の
後
、
司
会
業
、
派
遣

請
負
業
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で

の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
業
が
主
で

す
。
こ
の
数
年
の
新
ウ
イ
ル
ス

感
染
自
粛
時
代
も
何
と
か
そ
れ

で
生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
。

 

梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

人
生
の
晴
れ
舞
台
と
出
会
い
が
夢 53

　
そ
し
て
３
月
は
無
事
に
通
算

16
回
目
と
し
て
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
チ
ー
ム
で
参
加

し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
州
知
事
主

催
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
昼
食
会
で
私
等
は

特
別
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
招
待
さ
れ
た
参
加

の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
が
米
国
財

団
法
人
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
か
ら
も
認
定
証
を
受
け
取

り
ま
す
。︻
日
米
国
際
親
善
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
大
使
︼
で
す
。
私

自
身
は
そ
れ
な
り
に
個
人
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
と
し
て
の
苦
労
も
あ

り
ま
す
が
廻
り
の
人
達
も
脚
光

を
浴
び
て
人
生
に
手
に
職
と
ス

テ
ー
タ
ス
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ

て
貰
う
嬉
し
さ
が
私
に
は
あ
り

ま
す
。
若
い
頃
に
は
人
生
の
ピ

ン
チ
で
の
出
会
い
が
チ
ャ
ン
ス

に
な
り
救
わ
れ
た
事
が
何
度
も

あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
言
う
古
希
に
近
い
年

齢
に
な
る
と
そ
の
出
逢
い
も
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
普

通
に
暮
ら
し
夢
を
見
て
自
分
の

人
生
に
華
を
添
え
た
い
と
望
む

人
の
晴
れ
舞
台
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
す
る
。
そ
れ
が
自
分
の
天

命
を
受
け
た
仕
事
で
す
ね
。
そ

う
思
う
と
今
度
は
私
の
出
身
県

の
佐
賀
県
か
ら
今
年
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
に
は
30
名
く
ら
い

が
参
加
し
そ
う
で
す
。
コ
ー
ラ

ス
の
人
に
加
え
て
佐
賀
神
楽
舞

の
若
者
た
ち
で
す
。
佐
賀
県
の

補
助
金
を
貰
い
活
動
す
る
彼
ら

は
佐
賀
県
の
広
告
塔
で
す
。
彼

等
が
山
口
知
事
を
表
敬
訪
問
す

る
際
へ
の
出
席
を
依
頼
さ
れ
ま

す
。
私
の
生
ま
れ
た
唐
津
市
も

佐
賀
県
で
す
。
そ
の
佐
賀
県
が

マ
ス
コ
ミ
発
表
の
人
気
投
票
で

は
全
国
都
道
県
の
第
47
位
の
人

気
最
下
位
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ

に
は
私
も
ひ
と
肌
脱
ぐ
役
目
を

買
っ
て
で
ま
す
。
こ
の
原
稿
を

書
い
て
る
の
は
夜
で
明
け
た
ら

ま
た
唐
津
へ
と
出
掛
け
ま
す
。

毎
月
に
通
う
こ
と
２
年
が
経
ち

ま
す
。
そ
し
て
今
度
は
京
都
〜

仙
台
に
と
全
国
へ
と
回
わ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
ど
う
い
う
出

逢
い
と
展
開
が
あ
る
の
か
が
楽

し
み
で
す
。

　 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の

街
振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事

長
︶

　
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
ラ
ー
メ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
４
月
29
日
チ

ェ
ル
シ
ー
、
30
日
に
ア
ス
ト
リ

ア
で
開
催
さ
れ
た
。
両
日
と
も

激
し
い
降
雨
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
日
本
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
、
オ
ラ
ン
ダ
の
世
界
の
本
格

的
な
ラ
ー
メ
ン
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
味
わ
う
チ
ャ
ン
ス
と
あ
っ

て
５
０
０
０
人
ほ
ど
の
来
場
者

が
雨
天
の
中
行
列
を
作
っ
た
。

出
場
者
全
員
が
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
の
た
め
に
作
っ
た
自
慢
の
ラ

ー
メ
ン
を
持
参
、
優
勝
し
た
の

は
、
山
形
県
か
ら
来
米
参
加
し

た
麺
陣
屋
六
兵
衛
。
１
８
１
８

年
に
創
業
し
た
料
亭
の
七
代
目

柏
倉
城
太
郎
さ
ん
︵
50
︶
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
和
風
ラ
ー
メ

ン
。
寿
司
や
天
ぷ
ら
を
始
め
と

す
る
日
本
料
理
に
欠
か
せ
な
い

出
汁
を
ラ
ー
メ
ン
用
に
ア
レ
ン

ジ
。
開
発
に
2
年
を
要
し
た
自

慢
の
一
品
。
柏
倉
さ
ん
は
﹁
日

本
の
出
汁
の
う
ま
さ
を
ア
メ
リ

カ
の
人
に
分
か
っ
て
も
ら
え
て

嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
励
み
に

な
り
ま
す
﹂
と
喜
ん
で
い
た
。

同
店
で
は
２
日
間
で
１
０
０
０

食
以
上
が
売
れ
た
と
言
う
。

　
２
位
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
参
戦

し
た
ラ
ー
メ
ンN

IK
K

O
U

。

こ
だ
わ
り
の
豚
肉
、
鶏
肉
、
野

菜
を
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
濃
厚

鶏
白
湯
ス
ー
プ
に
長
蛇
の
列
が

で
き
た
。
３
位
は
桜
梅
桃
李
ラ

ー
メ
ン
。
帆
立
貝
を
使
っ
た
濃

厚
魚
介
ラ
ー
メ
ン
が
人
気
に
。

優
勝
は
山
形
の

麺
陣
屋
六
兵
衛
Japan Fes

ラ
ー
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
５
月
７
日
︵
日
︶
の
正
午
か

ら
午
後
４
時
ま
で
、
Ｎ
Ｊ
日
本

人
会
は
家
族
で
楽
し
め
る
﹁
こ

ど
も
の
日
祭
り
﹂
を
開
催
す

る
。
同
会
で
は
以
前
﹁
国
際
こ

ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト
﹂
を
毎
年

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
開
催
し
て
い

た
が
、
今
回
は
10
年
以
上
ぶ
り

の
再
開
と
な
る
。
会
場
は
Ｇ
Ｗ

橋
や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
も
綺
麗
に

見
え
る
ハ
ド
ソ
ン
川
の
川
辺
の

公
園
﹁
ロ
ス
・
ド
ッ
ク
・
ピ
ク

ニ
ッ
ク
・
エ
リ
ア
﹂︵
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
、ヘ
ン
リ
ー
ハ
ド
ソ
ン
・

ド
ラ
イ
ブ
︶。
参
加
費
は
１
家

族
に
つ
き
25
ド
ル
。

　
当
日
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー

ル
ド
で
17
年
間
人
気
を
博
し
て

い
た
飴
細
工
師
﹁
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
５
﹂
の
飴
細
工
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
、
和
太
鼓
演
奏
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
、
マ

ラ
カ
ス
遊
び
、
ダ
ン
ス
、
綱
引

き
、せ
ん
べ
い
喰
い
競
走
な
ど
、

３
歳
か
ら
12
歳
の
子
供
た
ち
が

喜
ぶ
企
画
の
ほ
か
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も

楽
し
め
る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ

ー

ルinfo@
jaanj.org

ま

で
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トw

w
w

.jaanj.org

か
ら
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会

﹁
こ
ど
も
の
日
祭
り
﹂
開
催

　
日
本
の
こ
ど
も
の
日
を
祝
う

家
族
向
け
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
５
月
７
日
︵
日
︶
午
前
と

午
後
の
２
回
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁

目
３
３
３
番
地
︶
で
開
催
さ
れ

る
。
伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
の
日

本
舞
踊
、
香
純
恭
氏
が
率
い
る

殺
陣
波
濤
︵
た
て
は
と
う
︶
流

Ｎ
Ｙ
に
よ
る
殺
陣
と
ミ
ニ
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
等
身
大
の
鎧

兜
の
展
示
や
こ
ど
も
の
日
に
ち

な
ん
だ
ク
ラ
フ
ト
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
楽
し
め
る
。
ま
た
、
自

宅
で
も
こ
ど
も
の
日
を
楽
し
め

る
持
ち
帰
り
ク
ラ
フ
ト
・
キ
ッ

ト
も
用
意
し
て
い
る
。時
間
は
、

午
前
の
部
が
10
時
30
分
か
ら
午

後
12
時
30
分
、
午
後
の
部
が
１

時
か
ら
３
時
ま
で
。

　
参
加
費
は
一
般
15
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
は
10
ド
ル
、
２
歳
以
下

は
無
料
。
Ｊ
Ｓ
会
員
は
会
員
価

格
で
家
族
用
の
チ
ケ
ッ
ト
も
購

入
出
来
る
。
ク
ー
ル
・
カ
ル
チ

ャ
ー
・
メ
ン
バ
ー
無
料
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/

Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹁
こ
ど
も
の
日
﹂

左から２位の NIKKOU、優勝の麺陣屋六兵衛（中央）、３位の桜梅桃李

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://aantcinc.com/
http://ariyoshiny.com
https://japanvillage.com/
https://www.hondag.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://hinomaru-limo.com
mailto:info@jaanj.org
mailto:info@jaanj.org
mailto:info@jaanj.org
http://www.jaanj.org
http://www.jaanj.org
http://www.jaanj.org
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
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ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の

北
、
ダ
ッ
チ
ェ
ス
郡
の
ロ
ー
カ

ル
な
空
港
に
週
末
だ
け
オ
ー
プ

ン
す
る
カ
フ
ェ
が
あ
る
と
聞
い

て
早
速
行
っ
て
み
た
。
タ
コ
ニ

ッ
ク
を
北
上
し
、
出
口
43
Ａ
を

出
て
ル
ー
ト
82
を
北
上
。
実
に

の
ど
か
な
郊
外
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
、
こ
ん
な
所
に
空
港
が

あ
る
の
か
？
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
疑
い

の
念
を
抱
き
始
め
た
頃
、﹁
ス

小
型
飛
行
機
を
眺
め
な
が
ら
ブ
ラ
ン
チ

カ
イ
・
エ
ー
カ
ー
ズ
空
港
﹂
の

道
標
を
見
つ
け
て
ほ
っ
と
一
安

心
。
ス
カ
イ
・
エ
ー
カ
ー
ズ
は

１
９
６
４
年
に
セ
ス
ナ
愛
好
家

の
ダ
グ
さ
ん
が
自
分
の
農
場
を

潰
し
て
造
っ
た
私
営
空
港
で
、

当
初
は
納
屋
を
改
造
し
て
空
港

事
務
所
と
し
て
使
っ
た
そ
う

だ
。

　
時
は
流
れ
て
２
０
２
３
年
、

旧
納
屋
は
朝
食
と
昼
食
の
み
サ

ー
ビ
ス
す
る
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ

ェ
へ
と
変
身
し
た
。
滑
走
路
は

カ
フ
ェ
よ
り
下
方
に
位
置
す
る

た
め
離
陸
着
陸
を
間
近
に
見
る

こ
と
は
出
来
な
い
が
、
カ
フ
ェ

の
す
ぐ
隣
が
駐
機
場
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
小
型
セ
ス
ナ
を
眺

め
な
が
ら
食
事
を
楽
し
め
る
。

料
理
は
地
元
産
材
料
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
で
、

客
の
レ
ビ
ュ
ー
が
非
常
に
良
い

の
で
期
待
が
高
ま
る
。

　
今
回
は
ハ
ウ
ス
メ
イ
ド
・
コ

ー
ン
ビ
ー
フ
・
ハ
ッ
シ
ュ
︵
超

新
鮮
な
卵
の
目
玉
焼
き
３
個
乗

せ
て
11
ド
ル
95
セ
ン
ト
︶、
ア

ボ
カ
ド
ト
ー
ス
ト
︵
好
み
の
料

理
法
の
卵
２
個
を
乗
せ
て
12
ド

ル
。
写
真
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ

ッ
グ
︶、
カ
レ
ー
チ
キ
ン
・
サ

ラ
ダ
︵
カ
レ
ー
の
ス
パ
イ
ス
が

し
っ
か
り
効
い
た
チ
キ
ン
と
グ

リ
ー
ン
、カ
リ
カ
リ
ベ
ー
コ
ン
、

く
る
み
の
組
み
合
わ
せ
が
絶
妙

な
12
ド
ル
︶
の
３
品
を
オ
ー
ダ

ー
。
素
材
が
新
鮮
で
シ
ン
プ
ル

な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
一
工
夫

食べ歩き

Hangars Cafe
32 Airway Dr. Lagrangeville, NY 12540

845-605-1991
www.hangarscafe.com
金〜日 7:00 〜 14:00

を
加
え
た
料
理
は
ど
れ
も
美
味

し
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
、
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
内
装
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
窓
の
外

で
は
小
型
セ
ス
ナ
が
ブ
ル
ブ
ル

と
ア
イ
ド
リ
ン
グ
中
。
周
囲
の

の
ど
か
な
景
色
も
採
点
に
加
え

て
文
句
な
し
の
五
つ
星
を
あ
げ

た
い
。
追
記
：
牛
乳
瓶
で
出
て

く
る
コ
ー
ヒ
ー
用
ハ
ー
フ
＆
ハ

ー
フ
が
濃
厚
な
ミ
ル
ク
の
よ
う

で
絶
品
。

春
の
訪
れ
を
満
喫
す
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ピ
ッ
キ
ン
グ

　
待
ち
に
待
っ
た
春
が
来
た
！

朝
晩
は
ま
だ
肌
寒
い
も
の
の
、

天
気
の
良
い
日
中
は
ポ
カ
ポ
カ

気
温
が
上
が
り
、
外
に
出
て
遊

び
た
く
な
り
ま
す
ね
。
ハ
イ
キ

ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
も
良
い
で
す

が
、
今
回
は
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽

し
み
つ
つ
新
鮮
な
野
菜
も
収
穫

し
ち
ゃ
う
一
石
二
鳥
イ
ベ
ン

ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ピ
ッ
キ
ン

グ
を
ご
紹
介
。

　
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

北
へ
車
で
１
時
間
半
弱
、
ダ
ッ

チ
ェ
ス
郡
は
リ
ン
ゴ
を
は
じ
め

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
桃
な
ど
の
果

樹
園
と
野
菜
農
園
、
酪
農
農
場

が
多
く
、
の
ど
か
な
田
園
風
景

が
広
が
る
。
そ
の
ダ
ッ
チ
ェ
ス

郡
の
小
さ
な
町
、
レ
ッ
ド
フ
ッ

ク
の
町
外
れ
で
マ
リ
オ
ン
と
ロ

バ
ー
ト
の
グ
レ
イ
グ
夫
妻
が
小

さ
な
酪
農
農
場
と
果
樹
園
を
始

め
た
の
が
１
９
４
２
年
。
収
穫

の
ピ
ー
ク
を
終
え
た
畑
に
残
っ

て
い
る
晩
熟
の
イ
チ
ゴ
を
近
隣

の
人
々
に
摘
ん
で
も
ら
お
う
と

畑
を
解
放
し
た
の
が
ピ
ッ
キ
ン

グ
の
始
ま
り
。
現
在
、
グ
レ
イ

グ
フ
ァ
ー
ム
で
は
春
の
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
皮
切
り
に
イ
チ
ゴ
、

え
ん
ど
う
豆
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
、
リ
ン
ゴ
、

カ
ボ
チ
ャ
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
が
楽

し
め
る
。

　
Ｎ
Ｙ
に
は
各
種
ピ
ッ
キ
ン
グ

を
提
供
し
て
い
る
農
園
が
多
数

あ
る
が
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
自

分
で
摘
め
る
農
園
は
少
な
い
。

グ
レ
イ
グ
フ
ァ
ー
ム
で
は
完
全

無
農
薬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
畑
を

ピ
ッ
キ
ン
グ
に
開
放
し
て
い

る
。
通
常
は
５
月
に
始
ま
る
ア

ス
パ
ラ
ピ
ッ
キ
ン
グ
だ
が
今
年

は
暖
冬
の
影
響
か
４
月
下
旬
に

始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ア
ス
パ

ラ
好
き
の
人
は
急
い
で
レ
ッ
ド

フ
ッ
ク
に
向
け
て
出
発
！

　
フ
ァ
ー
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
レ

ジ
で
ピ
ッ
キ
ン
グ
用
の
バ
ケ
ツ

を
受
け
取
り
、
店
の
裏
側
、
ヤ

ギ
園
の
脇
を
進
む
と
右
手
前
方

に
﹁
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
﹂
の
小
さ

な
看
板
が
見
え
て
く
る
。
緑
色

の
畑
を
想
像
し
て
行
く
と
見
事

に
裏
切
ら
れ
る
。
遠
目
に
見
る

ア
ス
パ
ラ
畑
は
一
面
土
の
畔
だ

け
が
見
え
る
の
だ
。﹁
こ
こ
で

本
当
に
ア
ス
パ
ラ
が
摘
め
る
の

か
？
﹂
と
疑
い
つ
つ
目
を
こ
ら

し
な
が
ら
歩
を
進
め
る
と
…
生

え
て
る
！
緑
色
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
が
土
か
ら
ひ
ゅ
ん
ひ
ゅ
ん

と
。
初
め
て
ア
ス
パ
ラ
畑
を
訪

れ
る
人
に
と
っ
て
は
衝
撃
的
な

風
景
で
あ
る
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
多
年
草

で
、
管
理
さ
え
良
け
れ
ば
同
じ

株
か
ら
何
年
に
も
渡
っ
て
収
穫

で
き
る
そ
う
だ
。
一
つ
の
株
か

ら
は
何
十
本
も
の
ア
ス
パ
ラ
が

生
え
る
が
、
育
っ
た
も
の
か
ら

採
る
た
め
、
株
に
は
１
〜
３
本

の
ア
ス
パ
ラ
し
か
生
え
て
い
な

い
場
合
が
多
い
。
収
穫
方
法
は

土
の
上
１
イ
ン
チ
の
辺
り
を
ポ

キ
っ
と
折
る
。
爽
快
に
ポ
キ
っ

と
折
れ
る
も
の
と
、
し
ぶ
と
く

な
か
な
か
折
れ
な
い
ア
ス
パ
ラ

が
あ
っ
て
面
白
い
。
遠
く
に
行

け
ば
行
く
ほ
ど
収
穫
で
き
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
が
増
え
る
の
で
、

畑
を
ず
ん
ず
ん
歩
い
て
、
と
て

も
良
い
運
動
に
な
っ
た
。

　
入
園
料
は
な
く
、
収
穫
し
た

重
さ
で
支
払
う
方
式
で
、
料
金

は
１
パ
ウ
ン
ド
６
ド
ル
50
セ
ン

ト
。
バ
ケ
ツ
を
受
け
取
っ
た
レ

ジ
に
戻
っ
て
支
払
う
。
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
ピ

ッ
キ
ン
グ
で
も
収
穫
本
能
が
全

開
し
て
し
ま
う
筆
者
は
バ
ケ
ツ

に
目
一
杯
収
穫
し
て
、45
ド
ル
。

節
度
を
持
っ
た
友
人
は
市
販
の

束
に
換
算
す
る
と
４
束
ほ
ど
で

ス
ト
ッ
プ
、
値
段
は
11
ド
ル
だ

っ
た
。

　
郊
外
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い

に
吸
っ
て
、
太
陽
を
さ
ん
さ
ん

と
浴
び
、
畑
を
歩
く
。
立
派
に

育
て
て
く
れ
た
農
園
の
人
と
大

地
に
感
謝
を
し
な
が
ら
収
穫
し

て
、
大
切
に
食
べ
る
。
こ
れ
ぞ

ピ
ッ
キ
ン
グ
の
醍
醐
味
だ
。
サ

ラ
ダ
、
胡
麻
和
え
、
バ
タ
ー
焼

き
に
ベ
ー
コ
ン
巻
き
、天
ぷ
ら
、

あ
と
は
ど
う
料
理
し
て
食
べ
よ

う
か
と
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
満
載
の
重
い
バ

ケ
ツ
を
抱
え
て
帰
宅
し
た
。

＊
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
イ
チ
ゴ
畑

は
犬
連
れ
不
可
。他
の
畑
は
可
。

＊
近
隣
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品

を
販
売
す
る
ア
ル
チ
ザ
ン
・
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
カ
フ
ェ
の
ほ
か
、

農
園
内
に
は
ヤ
ギ
園
、
全
長
４

マ
イ
ル
の
ト
レ
イ
ル
、
鯉
の
い

る
池
、宿
泊
施
設
３
棟
が
あ
る
。

Greig Farm
227 Pitcher Lane, 

Red Hook, NY 12571
845-758-8007

www.greigfarm.com/
マーケット 10:00 〜 19:00 

年中無休
ピッキング（10 月まで）

9:00 〜 19:00

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.hangarscafe.com
http://www.greigfarm.com/
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 BOOKS
　
東
京
・
六
本
木
の
泉
屋
博

古
館
東
京
で
は
、
﹁
特
別
展 

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館 

安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
選

１
０
１
﹂
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

目
利
き
と
名
高
い
安
宅
産
業
会

長
・
安
宅
英
一
氏
が
集
め
た
国

宝
２
点
を
含
む
東
洋
陶
磁
器
お

よ
そ
１
０
０
０
点
の
中
か
ら
、

高
麗
・
朝
鮮
時
代
の
朝
鮮
陶
磁
、

中
国
陶
磁
の
名
品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
好
事
家
な
ら
食
指
が

動
く
は
ず
だ
。

　
側
近
だ
っ
た
初
代
東
洋
陶
磁

美
術
館
館
長
の
伊
藤
郁
太
郎
氏

は﹁
安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、

安
宅
英
一
と
い
う
た
ぐ
い
ま
れ

な
芸
術
的
天
分
に
恵
ま
れ
た
収

集
家
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
指
導

さ
れ
た
、
完
成
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
、
し
か
し
、
不
滅
の
、
巨

大
な
一
箇
の
芸
術
作
品
で
あ
っ

た
﹂
と
前
書
き
を
置
く
。

　
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
だ

け
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
な

が
ら
、
安
宅
氏
は
茶
道
の
た
め

の
陶
磁
﹁
茶
陶
﹂
に
は
手
を
伸

ば
さ
な
か
っ
た
。そ
の
理
由
は
、

ジ
ャ
ン
ル
や
枠
組
み
を
嫌
い
、

権
威
主
義
が
大
嫌
い
で
、
茶
道

に
は
花
生
け
に
し
て
も
何
尺
何

寸
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

尺
度
が
あ
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。

　
権
威
主
義
が
大
嫌
い
。
そ
れ

は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
見

て
取
れ
る
。
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
８
点
し
か
な
い
中
国
陶
器
の

一
つ
、
13
世
紀
ご
ろ
モ
ン
ゴ
ル

人
が
支
配
す
る
元
の
時
代
に
龍

泉
窯
で
制
作
さ
れ
た﹁
飛
青
磁
・

花
生
﹂
は
、
ど
っ
し
り
と
し
た

ボ
デ
ィ
に
伸
び
や
か
な
首
の
つ

い
た
、
高
さ
27
セ
ン
チ
ほ
ど
の

瑞
々
し
い
色
の
青
磁
で
あ
る

が
、
赤
褐
色
の
鉄
斑
が
滑
ら
か

な
表
面
上
に
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
る
で
モ
ン
ゴ
ル
の
高
原
に
自

由
に
飛
び
交
う
蝶
の
よ
う
に
。

し
か
し
こ
の
図
柄
は
、
次
に
漢

族
が
支
配
す
る
明
の
時
代
に
は

廃
れ
て
い
く
。
か
つ
て
あ
っ
た

自
由
を
謳
歌
す
る
精
神
的
な
存

在
と
し
て
の
花
生
け
。
安
宅
氏

は
こ
の
花
生
け
を
手
に
入
れ
、

こ
と
の
ほ
か
喜
ん
で
い
た
そ
う

だ
。

　
伊
藤
氏
は
、
安
宅
氏
は
な
ま

じ
の
茶
人
よ
り
も
は
る
か
に
茶

の
心
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
、
捉
わ
れ
る
こ
と
を
嫌

い
、
拘
束
め
い
た
も
の
か
ら
放

た
れ
る
こ
と
で
、
も
の
に
対
し

て
も
人
に
対
し
て
も
、
よ
り
お

茶
の
精
神
に
則
っ
た
対
し
方
を

し
た
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
語
る
。

　
ま
た
、
普
段
の
生
活
使
い
の

器
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
り
は
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
あ
く
ま
で
も

鑑
賞
の
美
術
品
と
し
て
、
も
の

を
集
め
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

茶
陶
に
も
民
芸
に
も
流
れ
る
こ

と
も
な
く
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

在
り
方
と
し
て
品
が
高
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。

　
安
宅
英
一
氏
は
、
日
本
の
十

大
商
社
に
も
数
え
ら
れ
た
安
宅

産
業
を
親
か
ら
引
き
継
い
だ

が
、
若
い
時
か
ら
の
類
ま
れ
な

芸
術
へ
の
情
熱
か
ら
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
の
パ
ト
ロ
ン
を
つ
と

め
、
日
本
絵
画
・
東
洋
陶
磁
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
没
頭
し
た
。

し
か
し
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
で
会
社
は
躓
き
、
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
所
有
者
で
あ
る
安
宅
産

業
廃
業
と
共
に
、
全
て
を
手
放

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

幸
い
な
こ
と
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
散
逸
す
る
こ
と
な
く
、
近
代

日
本
画
の
速
水
御
舟
は
山
種
美

術
館
に
、
東
洋
陶
磁
は
大
阪
市

立
東
洋
陶
磁
美
術
館
に
所
蔵
さ

れ
た
。

　
安
宅
氏
は
明
ら
か
に
は
し
な

か
っ
た
そ
う
だ
が
、
親
交
の
あ

っ
た
立
原
正
秋
氏
が
﹁
気
品
あ

る
三
十
女
﹂
と
評
し
た
12
世
紀

韓
国
高
麗
時
代
の﹁
青
磁
陽
刻
・

牡
丹
蓮
花
文
・
鶴
首
瓶
﹂
を
最

も
好
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か

と
、
伊
藤
氏
は
回
想
す
る
。
こ

ち
ら
も
展
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
。

　
　
　
　︵
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
︶

 安宅英一の蒐集美学
 伊藤 郁太郎・著

 日本経済新聞出版・刊

■幸福とは何ぞや（佐藤愛子、中央公論新社）現在 99 歳、
今年 11 月で 100 歳の作家佐藤愛子。成るようにしか成ら
ないし、不愉快なことや怒ることがあってこそ人生は面白
く、貧乏も怖くないし、どん底をくぐり抜けるということ
はありがたいことだったと語る波乱万丈の人生を生きる作
家の言葉。■恋忘れ草（北原亞以子、文春文庫）江戸の町で、
女絵師、手習い師匠、娘浄瑠璃、かんざし屋、料理屋の女
将など自らの才覚で自活している独り身の女性達が主人公
の 6 編の物語。真面目でコツコツと努力しているが騙され
たり利用されたり…、自活出来るだけの技や才覚があって
みんな頑張っている。1993 年に単行本で出版、本作で直
木賞を受賞。■人は感情から老化する（和田秀樹、祥伝社
黄金文庫）老年医学を専門とする精神科医である著者が実
は老化は身体的機能から始まるのではなく感情から始まる
という。個人差はあるが始まるのは 40 代からで、そのま
まにしておくと体力低下や知的機能の低下につながり「健
康」「脳の機能」「見た目」はどんどん老化・悪化してしまう。
老化・悪化を防ぐ方法についても解説。■母という呪縛娘
という牢獄（齊藤 彩、講談社）2018 年の滋賀県で 31 歳
の娘が母親を殺害後、遺体をバラバラに切断し遺棄した事
件のノンフィクション。母から医大進学を強制され 9 浪ま
でしたが、看護学部に入学。動機はなんだったのか。著者
は共同通信社の大阪支社の司法担当記者で事件を取材した記者。■徳川家康
弱者の戦略（磯田道史、文春新書）NHK BS の歴史番組に出演し分かりや
すい解説で人気の歴史学者・磯田道史先生が三河の弱小大名だった徳川（松
平）家がなぜ天下を取り、260 年の安定政権を築けた理由について独自の視
点で考察する。■シェイクスピア・アンド・カンパニ－書店 （シルヴィア・
ビーチ 、河出文庫）パリにおける英米文学とモダニズム文学の中心地であっ
たシェイクスピア & カンパニー書店の店主の自伝。ニュージャージーから
パリに渡ったアメリカ人女性が 1919 年にオープン。ヘミングウェイ、ジョ
イス、フィッツジェラルド、ヘンリー・ミラー、トマス・ウルフ、ロレンス、
ハクスリーなど名だたる面々が登場する。初版は 1974 年。復刻版。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　
99
歳
、
作
家
佐
藤
愛
子
の
人
生
の
言
葉
。
江
戸
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン
の
短
編
集
。

老
化
は
感
情
か
ら
始
ま
る
。
娘
が
母
を
殺
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
家
康
の
成
功
の
理

由
を
考
察
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
パ
リ
の
書
店
店
主
の
自
伝
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
フ
ロ
リ
ダ
の
エ
バ
ー
グ
レ
ー

ズ
川
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

の
急
流
下
り
、
デ
ス
バ
レ
ー
の

砂
漠
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
頂
上

な
ど
、
自
然
界
の
大
冒
険
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
、
ア
メ
リ
カ

に
あ
る
21
の
国
立
公
園
に
つ
い

て
１
１
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
詳

し
く
書
か
れ
た
本
。

　
ア
メ
リ
カ
東
部
、
中
部
、
ロ

ッ
キ
ー
山
脈
、
西
部
、
熱
帯
、

ア
ラ
ス
カ
と
６
つ
の
地
域
に
分

け
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
取

り
上
げ
る
公
園
の
位
置
を
分
か

り
や
す
い
ピ
ク
ト
マ
ッ
プ
で
表

示
。
各
公
園
に
生
息
す
る
ボ
ブ

キ
ャ
ッ
ト
や
コ
ヨ
ー
テ
な
ど
の

動
物
や
昆
虫
、
植
物
が
詳
し
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
は
、

元
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
で
現
在
は
自

然
や
動
植
物
に
関
す
る
児
童
書

を
多
く
手
が
け
る
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
の
ク
リ
ス
・
タ
ー
ナ
ム

が
担
当
。

　
写
真
は
な
い
が
タ
ー
ナ
ム
の

美
し
い
イ
ラ
ス
ト
が
満
載
で
、

国
立
公
園
に
生
息
す
る
貴
重
な

野
生
動
物
や
心
が
洗
わ
れ
る
よ

う
な
景
色
、
珍
し
い
植
物
に
つ

い
て
学
べ
る
本
。
子
ど
も
の
夏

休
み
に
本
書
を
片
手
に
家
族
旅

行
し
て
み
て
は
。
　
　︵
高
田
︶

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
を
め
ぐ
る
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Published by Wide Eyed Editions

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　
ホ
ホ
バ(Jojoba)

は
北
米

南
西
部
か
ら
メ
キ
シ
コ
北
部
に

か
け
て
広
が
る
ソ
ノ
ラ
砂
漠
を

原
産
と
す
る
常
緑
樹
で
す
。
強

烈
な
日
差
し
、
強
風
、
乾
燥
と

い
う
苛
酷
な
環
境
で
ど
の
よ
う

に
し
て
生
き
抜
い
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
樹
高
は
約
２
メ
ー

ト
ル
、
直
径
も
約
２
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
低
木
の
ホ
ホ
バ
の
木
は

砂
漠
で
身
を
守
る
た
め
の
完
璧

な
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

ま
す
。
根
は
地
下
20
メ
ー
ト
ル

位
ま
で
伸
び
水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル

を
吸
い
上
げ
ま
す
。
葉
の
表
面

は
沢
山
の
繊
毛
と
ワ
ッ
ク
ス
油

脂
で
覆
わ
れ
、
こ
れ
が
灼
熱
の

太
陽
光
を
遮
り
、
水
分
の
蒸
発

を
防
ぎ
、
害
虫
や
細
菌
の
侵
入

を
食
い
止
め
る
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
葉
だ
け
で

は
な
く
種
に
も
約
50
％
も
の
ワ

ッ
ク
ス
油
脂
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
種
に
ワ
ッ
ク
ス
油
脂
成
分

を
含
ん
で
い
る
植
物
は
現
在
ホ

ホ
バ
だ
け
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
通
常
植
物
の
種
に
含
ま
れ

る
油
は
ヒ
ト
の
体
内
で
代
謝
さ

れ
栄
養
と
な
り
ま
す
が
、
ワ
ッ

ク
ス
油
脂
は
ヒ
ト
は
代
謝
で
き

ず
栄
養
に
は
な
ら
な
い
一
方
、

皮
脂
線
で
作
ら
れ
る
皮
脂
の
約

25
％
は
ワ
ッ
ク
ス
油
脂
で
す
。

実
は
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
は

他
の
植
物
油
と
は
異
な

る
組
成
を
し
た
液
体
ワ

ッ
ク
ス
油
脂
な
の
で
す
。

そ
の
特
徴
は
熱
や
酸
化

に
対
す
る
安
定
性
が
極

め
て
高
く
長
期
保
存
が

可
能
で
す
。
そ
し
て
皮
膚

を
閉
塞
さ
せ
る
こ
と
な

く
水
分
の
蒸
発
を
防
ぎ

保
湿
を
促
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
皮
膚
に
柔
軟
性

や
滑
ら
か
さ
を
与
え
ま

す
。
他
の
油
性
成
分
を
よ

く
溶
か
し
込
む
性
質
は

皮
膚
や
頭
皮
な
ど
に
蓄

積
さ
れ
た
皮
脂
の
汚
れ

を
溶
か
し
や
す
く
し
ま

す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
々
も
大

昔
か
ら
潰
し
た
種
や
オ
イ
ル
を

皮
膚
の
治
療
や
毛
髪
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
使
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
肌
に
良
く
伸
び
敏
感
肌

も
含
め
全
て
の
肌
質
に
使
え
る

優
れ
た
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
を
ど
う

ぞ
健
康
な
肌
の
維
持
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

76

ホ
ホ
バ

ア
メ
リ
カ
原
産
の
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
イ
ル

 絵・古舘みどり

　
日
本
で
大
人
気
の
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
、
岸
田
奈
美
さ
ん
が
４
月

21
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
家
族

と
と
も
に
講
演
会
を
開
催
し

た
。
奈
美
さ
ん
は
、
車
い
す
の

母
、
ダ
ウ
ン
症
の
弟
、
認
知
症

の
祖
母
と
の
波
乱
万
丈
な
自
身

の
人
生
を
﹁
１
０
０
文
字
で
伝

え
ら
れ
る
こ
と
を
、
２
０
０
０

文
字
で
伝
え
る
﹂
こ
と
を
テ
ー

マ
に
綴
っ
た
作
品
で
話
題
に
な

っ
た
。
３
年
で
５
０
０
記
事
を

超
え
るnote

は
１
０
０
万
人

以
上
に
読
ま
れ
、
４
冊
に
書
籍

化
さ
れ
、
な
か
で
も
処
女
作
﹁
家

族
だ
か
ら
愛
し
た
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
愛
し
た
の
が
家
族
だ
っ
た
﹂

を
原
作
と
し
た
連
続
ド
ラ
マ
が

５
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ

ア
ム
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
講
演
の
前
半
で
は
、
母
娘
が

２
０
１
９
年
に
初
め
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
際
に
実
感
し

た
体
験
談
を
披
露
。
米
国
在
住

者
に
と
っ
て
日
常
的
で
﹁
ガ
サ

ツ
﹂
と
感
じ
る
カ
フ
ェ
で
の
ぶ

っ
き
ら
ぼ
う
な
対
応
で
さ
え
、

車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
母
ひ
ろ
実

さ
ん
に
と
っ
て
は
﹁
助
け
て
と

言
え
ば
助
け
て
も
ら
え
る
し
、

何
も
言
わ
な
け
れ
ば
自
由
に
放

っ
て
お
い
て
も
ら
え
る
。
そ
の

距
離
感
が
心
地
良
い
﹂、﹁
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
は
世
界
で
一
番
自
分

ら
し
く
い
ら
れ
る
、
大
好
き
な

街
﹂だ
と
宣
言
。
岸
田
家
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
﹁
戦
略
的
一

家
離
散
﹂
を
実
施
。
奈
美
さ
ん

が
﹁
自
立
と
は
、
頼
れ
る
先
を

増
や
す
こ
と
。
家
族
を
愛
す
る

と
は
、
愛
せ
る
距
離
を
探
る
こ

と
﹂
と
結
ぶ
と
、
会
場
か
ら
は

共
感
の
拍
手
が
起
き
た
。

　
そ
の
後
、
日
米
で
活
動
す
る

作
家
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

倉
本
美
香
さ
ん
が
合
流
。
倉
本

さ
ん
は
両
眼
性
無
眼
球
症
を
含

め
た
重
複
障
害
を
持
つ
長
女
と

家
族
が
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
う
過
ご

し
て
き
た
か
、
障
害
を
持
つ
家

族
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
発
信
す

る
勇
気
や
覚
悟
、
そ
し
て
伝
え

る
先
に
ど
ん
な
想
い
が
あ
る
か

等
を
岸
田
母
娘
と
ク
ロ
ス
ト
ー

ク
し
た
。
参
加
者
と
の
質
疑
応

答
で
は
、
悲
劇
を
喜
劇
に
変
え

て
伝
え
る
奈
美
さ
ん
の
心
情
、

書
け
な
く
な
る
と
い
う
苦
悩
、

伝
え
た
い
相
手
と
の
距
離
感
な

ど
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
し
か
聞
け

な
い
本
音
が
次
々
と
語
ら
れ

た
。
Ｍ
Ｃ
は
Ｆ

Ｃ
Ｉ
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
の

久
下
香
織
子
さ

ん
が
務
め
た
。

　
会
場
と
な
っ

たA
ll Souls 

N
Y

C
 R

eidy 
F

rien
d

sh
ip 

H
all

に

は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
み
な
ら
ず
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
、
ピ
ッ
ツ
バ

ー
グ
、
ワ
シ
ン

ト
ン
、
さ
ら
に

は
日
本
か
ら
も

フ
ァ
ン
が
訪
れ

た
。
岸
田
家
と

倉
本
家
を
応
援
し
た
い
と
い
う

匿
名
の
フ
ァ
ン
か
ら
贈
ら
れ
た

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
協
賛
品
を
、
弟

の
良
太
さ
ん
が
会
場
の
参
加
者

10
人
に
ラ
ッ
フ
ル
で
贈
呈
す
る

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
最
後
は

書
籍
の
限
定
販
売
と
サ
イ
ン
会

と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

幕
を
閉
じ
た
。

家族と愛をものがたる
岸田奈美さんNYで講演

前列左から倉本美香さん、岸田ひろ実さん、岸田奈美さん

http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
https://www.skindeepnyc.com/
https://dancejapan.com/
tel:9175773969
https://www.bozubrooklyn.com/
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
４
月
18
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

育
英
学
園
全
日
制
部
門
小
学

部
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド

ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶

は
、
４
月
に
入
学
し
た
１
年
生

16
人
を
囲
ん
で
楽
し
む
春
の
新

入
生
歓
迎
遠
足
を
同
州
ロ
ー
ゼ

ル
の
ワ
リ
ナ
ン
コ
パ
ー
ク
で
行

っ
た
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
全
校
児
童
が
参
加
し
、
司

会
進
行
や
準
備
の
す
べ
て
を
児

童
会
を
中
心
と
す
る
６
年
生
の

子
ど
も
達
が
取
り
仕
切
っ
た
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
降
り
る

と
、
５
・
６
年
生
が
育
英
ペ
ア

と
な
っ
た
１
年
生
の
手
を
と
っ

て
湖
畔
に
沿
っ
て
歩
き
、
満
開

の
桜
が
咲
き
誇
る
広
場
ま
で
案

内
し
、
さ
っ
そ
く
６
年
生
主
催

の
ゲ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
。
満
開

の
桜
の
も
と
、
全
校
児
童
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
春
の
ひ
と
と
き
と
な

っ
た
。

新
入
生
と
遠
足

Ｎ
Ｙ
育
英
全
日

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
中
等

部
19
人
は
、
４
月
20
日
と
21
日

の
１
泊
２
日
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
イ
ー
ス
ト
バ
レ
ー
ラ
ン
チ

に
て
宿
泊
学
習
を
行
っ
た
。
好

天
に
恵
ま
れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

ボ
ー
ト
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど

の
野
外
活
動
の
他
、
動
物
と
の

触
れ
合
い
や
７
年
生
を
迎
え
る

会
、
委
員
会
活
動
な
ど
多
く
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ハ
イ
ク
で
は

﹁
自
分
の
知
ら
な
い
景
色
、
植

物
な
ど
ア
メ
リ
カ
の
自
然
に
つ

い
て
知
れ
、
上
級
生
と
も
た
く

さ
ん
話
し
て
仲
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
仲
間
た
ち
と
話
し

な
が
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
も
、
星
が
美
し
く
見
え
た

要
因
の
一
つ
だ
っ
た
と
思
う
﹂

な
ど
と
感
想
を
述
べ
た
。
中
等

部
生
徒
た
ち
の
絆
を
深
め
る
２

日
間
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

中
等
部
が
宿
泊
学
習

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
幼
児
部
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ

フ
ス 

岡
本
徹
学
園
長
︶
で
は

今
年
度
も
年
長
児
の
水
泳
教
室

が
４
月
26
日
に
始
ま
っ
た
。
放

課
後
の
水
泳
ク
ラ
ブ
の
方
は
一

足
先
に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
こ

の
日
が
プ
ー
ル
で
の
水
泳
指
導

が
初
め
て
の
幼
児
も
少
な
か
ら

ず
お
り
、
準
備
体
操
を
終
え
た

後
に
お
そ
る
お
そ
る
水
に
入
る

子
ど
も
た
ち
も
い
た
。
プ
ー
ル

に
は
学
園
が
持
ち
込
ん
だ
い
つ

も
の
特
別
な
ス
テ
ッ
プ
台
が
底

に
置
か
れ
て
お
り
、
お
へ
そ
の

位
置
に
水
面
が
来
る
の
が
分
か

る
と
安
心
し
た
表
情
に
変
わ
っ

た
。
そ
の
後
は
水
に
顔
を
つ
け

る
練
習
や
頭
ま
で
沈
め
た
り
す

る
練
習
し
て
、
水
に
対
す
る
恐

怖
心
が
徐
々
に
薄
れ
て
い
っ

た
。
途
中
か
ら
初
心
者
と
初
級

者
に
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
、
初

心
者
は
水
の
中
で
の
様
々
な
活

動
を
し
な
が
ら
、
更
に
水
に
慣

れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
初
級

者
は
ビ
ー
ト
板
を
使
っ
て
早
速

に
バ
タ
足
練
習
に
取
り
組
ん

だ
。
中
に
は
早
速
、
手
を
使
っ

て
ク
ロ
ー
ル
の
練
習
を
す
る
子

も
い
た
。

幼児部で水泳教室
NY育英学園の年長児

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
中
等

部
は
４
月
20
日
、
グ
リ
ニ
ッ
チ

ポ
イ
ン
ト
パ
ー
ク
で
ス
ク
ー
ル

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
ま

ず
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体G
reen

＆C
lean 

の
協
力

を
得
て
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。
中
等

部
の
集
会
で
事
前
に
海
洋
ゴ
ミ

が
海
洋
生
物
や
環
境
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
委
員
か
ら
説
明
を
受

け
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち

に
今
何
が
で
き
る
か
考
え
な
が

ら
、
意
欲
的
に
清
掃
活
動
に
取

り
組
む
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
縦
割
り
グ
ル
ー
プ

で
企
画
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
昼
食
で
は
自
分

た
ち
で
持
参
し
た
マ
シ
ュ
マ
ロ

を
焼
き
、ス
モ
ア
を
楽
し
ん
だ
。

午
後
か
ら
は
生
徒
会
が
企
画
し

た
﹁
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
﹂
を

行
っ
た
。
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア

し
、宝
箱
を
開
け
る
鍵
を
獲
得
。

そ
し
て
Ｇ
Ｊ
Ｓ
中
等
部
が
手
に

し
た
宝
、
そ
れ
は
﹁
キ
ズ
ナ
﹂

で
あ
っ
た
と
い
う
発
表
に
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
拍
手
が
起
こ
り

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
晴
天

の
下
、
大
自
然
に
抱
か
れ
な
が

ら
仲
間
と
の
キ
ズ
ナ
を
深
め
た

１
日
と
な
っ
た
。

ボランティア活動
ピクニックも楽しく

NY日本人学校

　
満
開
の
桜
の
下
で
遠
足

を
楽
し
む
育
英
学
園
全
日

制
小
学
部
の
児
童
た
ち

http://www.seido.com
http://ze-edu.com
https://www.joes.or.jp/
https://japaneseschool.org
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東
京
‐
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参

加
を
検
討
し
て
い
る
人
や
、
こ

の
春
Ｎ
Ｙ
に
赴
任
し
た
家
庭
な

ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
オ
ン

ラ
イ
ン
説
明
会
を
５
月
10
日

︵
水
︶、
24
日
︵
水
︶
の
午
前
10

時
か
ら
11
時
ま
で
開
催
す
る
。

説
明
は
日
本
語
で
行
わ
れ
、
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
よ
り
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
詳
し
く
キ
ャ
ン
プ
の
解

説
が
さ
れ
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
地
は
キ
ャ
ッ
ツ
キ

ル
自
然
保
護
区
に
あ
る
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
。
自
然
環

境
、
施
設
、
ス
タ
ッ
フ
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
全
て
に
お
い
て
北
米

キ
ャ
ン
プ
場
の
モ
デ
ル
と
し
て

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
で
、
同
じ
よ

う
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
仲

間
と
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を

過
ご
し
、
国
際
人
と
し
て
の
足

場
を
築
い
て
い
く
。
そ
ん
な
貴

重
な
体
験
が
で
き
る
キ
ャ
ン
プ

だ
。
参
加
対
象
は
小
学
校
１
年

生
か
ら
15
歳
ま
で
。

　
問
い
合
わ
せ
は
日
本
語
で

Ｅ

メ

ー

ルtokyo-info@
frostvalley.org

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
ym

catfv.org

を
参
照
す
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
のA

lto

日
本
語
補
習
校

︵
中
村
健
人
校
長
︶
で
ス
プ
リ

ン
グ
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
日
本
各

地
の
名
物
グ
ル
メ
や
伝
統
工
芸

品
を
自
分
た
ち
で
作
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
目
玉
。
５
日
間
で
北
は

北
海
道
・
東
北
、
南
は
九
州
・

沖
縄
と
各
地
域
を
テ
ー
マ
に
し

た
活
動
を
行
い
、
日
本
各
地
を

巡
る
気
分
を
味
わ
っ
た
。
１
日

目
は
北
海
道
名
物
の
イ
カ
飯
を

作
っ
た
。
生
の
イ
カ
を
下
処
理

す
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
全
員

が
初
体
験
だ
。
お
そ
る
お
そ
る

と
い
っ
た
様
子
で
、
ゲ
ソ
や
く

ち
ば
し
を
取
り
除
い
て
い
た
。

大
阪
名
物
の
肉
ま
ん
作
り
で

は
、
餡
に
入
れ
る
玉
ね
ぎ
の
み

じ
ん
切
り
に
挑
戦
し
、
目
に
し

み
て
涙
目
に
な
っ
て
い
た
。
調

理
前
の
食
材
を
見
た
り
、
包
丁

を
使
っ
た
り
、
卵
を
割
っ
た
り

す
る
経
験
を
し
て
、
出
来
上
が

っ
た
料
理
の
味
は
格
別
で
あ
っ

た
。
持
ち
帰
り
で
き
る
料
理
は

家
庭
で
も
楽
し
み
、
そ
の
日
の

活
動
を
親
子
で
共
有
す
る
時
間

が
で
き
た
と
好
評
で
あ
っ
た
。

日
本
語
で
日
本
文
化
や
風
習
に

親
し
む
キ
ャ
ン
プ
は
、
夏
に
も

開
催
予
定
。

　
４
月
11
日
、
Ｎ
Ｊ
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
、
初
等
部
２
人
、

中
等
部
９
人
の
入
学
生
が
在
校

生
に
見
守
ら
れ
Ｎ
Ｊ
校
の
一
員

に
な
っ
た
。
入
学
式
前
に
行
わ

れ
た
始
業
式
で
は
、
新
た
に
４

人
の
転
入
生
が
加
わ
り
、
全
校

児
童
生
徒
は
38
人
で
今
年
度
が

始
ま
っ
た
。
ま
た
新
派
遣
教
員

６
人
も
着
任
し
た
。

　
入
学
式
で
は
そ
れ
ぞ
れ
担
任

の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
、
大

き
な
声
で
返
事
を
し
、
新
た
な

生
活
が
始
ま
っ
た
。
式
で
は
在

校
生
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉
を
始

め
、
校
長
と
来
賓
か
ら
も
暖
か

な
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
特
に
初

等
部
の
新
入
生
は
か
わ
い
ら
し

く
初
々
し
い
装
い
で
、
会
場
全

体
を
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
み

こ
ん
だ
。
翌
日
か
ら
は
学
級
開

き
を
行
い
、
児
童
生
徒
は
新
た

な
学
年
へ
の
期
待
と
と
も
に
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

東
京
‐
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
追
加
説
明
会

A
lto

日
本
語
補
習
校

春
の
キ
ャ
ン
プ
開
催

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
幼
児
部
年
中
・
年
長
２

ク
ラ
ス
の
春
の
遠
足
が
４
月
25

日
に
行
わ
れ
た
。
行
き
先
は
テ

ナ
フ
ラ
イ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
。
暖
か
な
春
の
日
差
し
の

中
、
園
児
達
は
ク
ラ
ス
ご
と
に

レ
ッ
ド
コ
ー
ス
散
策
を
楽
し
ん

だ
。
コ
ー
ス
に
入
っ
て
す
ぐ

木
々
の
間
に
手
作
り
の
小
さ
な

家
が
あ
る
の
を
見
つ
け
、
子
ど

も
達
は
絵
本
に
出
て
く
る
小

人
・
エ
ル
フ
ィ
の
家
か
も
し
れ

な
い
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
森

の
中
に
入
り
、
季
節
の
草
花
を

観
察
し
た
。

森
の
幼
稚
園

育
英
幼
児
部
遠
足

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
公
認
の
日
系
デ
イ
ケ
ア

﹁
ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
﹂
は
、

春
の
課
外
授
業
行
事
の
一
環
と

し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

に
あ
る
農
場
を
訪
れ
イ
ー
ス
タ

ー
の
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
体
験
を
行

っ
た
。
当
日
は
気
温
も
上
が
り

夏
の
よ
う
な
日
差
し
の
中
で
、

子
供
た
ち
は
隠
れ
た
卵
を
一
生

懸
命
探
し
、
見
つ
け
る
と
袋
の

中
に
入
れ
、
す
ぐ
ま
た
次
の
卵

を
探
し
て
は
見
つ
け
て
と
繰
り

返
し
遊
び
と
て
も
楽
し
そ
う
に

し
て
い
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内

で
は
こ
の
よ
う
な
広
い
場
所
で

の
活
動
は
難
し
い
が
、
こ
の
日

は
大
自
然
の
中
で
楽
し
く
の
び

の
び
と
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
が
で

き
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
大
満

足
な
一
日
と
な
っ
た
。

イースターの
エッグハント
スターチャイルド

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

初
等
部
と
中
等
部
が
入
学
式

mailto:kazenowabg@gmail.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
https://japaneseschool.org
http://shidogakuin.com
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
tel:2014616502
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
積
極
的
に

推
進
す
る
日
本
の
大
学
に
よ

る
﹁
日
本
の
大
学
進
学
フ
ェ
ア

２
０
２
３
春
﹂
が
、
５
月
23
日

︵
火
︶
か
ら
25
日
︵
木
︶
ま
で

の
３
日
間
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
る
。
︵
主
催
：
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
︶
英
語
で
の
入
試
制
度

や
海
外
生
の
た
め
の
奨
学
金
制

度
、
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
編
入
学

な
ど
、
大
学
の
特
色
や
取
り
組

み
に
加
え
、
入
試
に
向
け
た
最

新
情
報
を
説
明
す
る
。
日
本
語

力
を
付
け
た
い
人
の
た
め
に
日

本
語
学
校
も
参
加
。
日
本
へ
の

進
学
を
考
え
る
学
生
と
そ
の
保

護
者
が
対
象
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
日
本
語
と
英
語
ラ
イ

ブ
配
信
。
各
大
学
と
の
個
別
相

談
︵
予
約
制
︶
も
可
能
。

　
日
程
は
、
日
本
語
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
23
日
午
後
６
時

30
分
か
ら
、
24
日
と
25
日
は
午

後
６
時
か
ら
︵
西
海
岸
時
間
︶。

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は

23
日
と
25
日
が
午
後
６
時
か

ら
、
24
日
は
午
後
６
時
30
分
か

ら
︵
西
海
岸
時
間
︶。
参
加
予

定
校
は
、
青
山
学
院
大
学
、
桜

美
林
大
学
、
叡
啓
大
学
、
国
際

基
督
教
大
学
︵
Ｉ
Ｃ
Ｕ
︶、
駒

澤
大
学
、
上
智
大
学
、
創
価
大

学
、
中
京
大
学
、
筑
波
大
学
、

津
田
塾
大
学
、東
京
国
際
大
学
、

広
島
大
学
、
立
教
大
学
、
立
命

館
大
学
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
︵
Ａ
Ｐ
Ｕ
︶、
山
梨
学

院
大
学
国
際
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

学
部
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ

ン
日
本
語
学
校
。

　
参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ルsem

inar@
us-

lighthouse.com

︵
中
村
さ

ん
︶、
申
し
込
み
はhttps://

bit.ly/SH
IN

G
A

K
U

23SP

。

日
本
の
大
学
進
学
フ
ェ
ア

オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
試
情
報
説
明

　
Ｎ
Ｙ
州
立
大
学
︵
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
︶

の
理
事
会
は
４
月
18
日
、
入
学

審
査
に
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
な
ど

標
準
試
験
の
結
果
を
要
求
し
な

い
こ
と
を
可
決
し
た
。
同
理
事

会
は
標
準
試
験
の
受
験
者
数
が

実
際
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
、
64
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

進
学
を
目
的
と
し
た
こ
れ
ら
の

試
験
の
受
験
は
任
意
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
同
大
学
は
試

験
免
除
の
方
針
を
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
始
ま
っ
た
２
０
２
０
年
６

月
に
初
め
て
導
入
。
公
共
政
策

調
査
機
関
で
あ
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
政
治
学
研
究
所
と
提
携

し
、
今
後
の
標
準
試
験
の
利
用

と
価
値
を
検
討
し
、
必
要
に
応

じ
て
方
針
の
微
調
整
を
す
る
と

伝
え
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
キ
ン

グ
同
大
学
長
は
﹁
注
目
す
べ
き

は
試
験
結
果
提
出
が
任
意
の
期

間
、
受
験
者
と
非
受
験
者
の
保

留
率
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

む
し
ろ
縮
ま
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
﹂
と
話
し
て
い
る
。 

　
昨
月
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を

は
じ
め
、
国
内
の
大
学
が
相
次

い
で
、
進
学
条
件
と
し
て
の
試

験
結
果
の
提
出
を
任
意
に
し
て

い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
運
営
す
る
非

営
利
団
体
カ
レ
ッ
ジ
・
ボ
ー
ド

に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
前
に
10
人

中
８
人
だ
っ
た
同
州
在
住
高
校

生
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
受
験
者
数
は
、
昨

年
は
10
人
中
６
人
と
な
り
、
約

４
万
人
減
だ
っ
た
。 

Ｓ
Ａ
Ｔ
結
果
は
任
意
に 

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学
も

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
４

月
20
日
、
１
年
生
を
迎
え
る
会

と
ス
ク
ー
ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
行

っ
た
。
６
年
生
に
手
を
引
か
れ

入
場
し
た
１
年
生
は
、
は
じ
め

は
緊
張
し
た
表
情
だ
っ
た
が
各

学
年
か
ら
の
演
奏
や
ク
イ
ズ
な

ど
の
出
し
物
を
楽
し
み
、
次
第

に
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。
一
人
一

人
が
元
気
よ
く
自
己
紹
介
し
た

り
、
お
礼
の
言
葉
を
発
表
し
た
。

　
午
後
に
行
わ
れ
た
ス
ク
ー
ル

ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
穏
や
か
な
春

の
陽
気
の
中
、
異
学
年
の
た
て

割
班
で
お
弁
当
や
お
菓
子
を
食

べ
た
り
、
６
年
生
が
考
え
た
レ

ク
で
遊
ん
だ
り
し
て
初
等
部
全

員
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。
初
等
部
児
童
が

仲
を
深
め
る
は
じ
め
の
一
歩
。

今
年
度
も
ス
マ
イ
ル
が
あ
ふ
れ

ハ
ッ
ピ
ー
な
学
校
生
活
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

１
年
生
歓
迎
会

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

　
Ｎ
Ｙ
市
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
バ

ン
ク
ス
教
育
局
長
と
キ
ー
ス
・

ハ
ワ
ー
ド
青
少
年
・
地
域
開
発

局
長
は
４
月
18
日
、
小
学
生
と

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
生
徒
を
対
象

に
し
た
同
市
の
無
料
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
と
夏
季
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹁
サ
マ
ー
・
ラ
イ
ジ
ン
グ
﹂

の
申
請
者
数
が
、
受
付
開
始
後

わ
ず
か
１
日
で
約
５
万
人
に
達

し
た
と
報
告
し
た
。 

　
Ｎ
Ｙ
市
議
会
は
今
年
３
月
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
請
過
程
に

関
し
、こ
れ
ま
で
の
﹁
先
着
順
﹂

を
排
除
す
る
こ
と
を
可
決
し

た
。
昨
年
は
11
万
人
枠
の
応
募

が
受
付
開
始
か
ら
１
週
間
で
定

員
と
な
る
な
ど
、
毎
年
応
募
に

遅
れ
定
員
越
え
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
家
庭
は
有
料
の
施
設
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
探
し
に
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
い
た
。
障
害
を
持
つ
生

徒
、
養
護
施
設
や
里
親
家
庭
で

暮
ら
す
生
徒
、
移
民
を
含
む
仮

設
住
宅
で
暮
ら
す
生
徒
は
、
優

先
的
に
普
段
通
学
し
て
い
る
学

校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
さ

れ
る
。
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
の
小

学
校
で
会
見
を
行
っ
た
バ
ン
ク

ス
教
育
局
長
は
﹁
生
活
に
障
害

が
あ
る
学
生
た
ち
に
遠
方
の
学

校
に
通
わ
せ
る
の
は
、
さ
ら
な

る
困
難
を
き
た
す
﹂と
話
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
だ
が
、
昨
秋
以
降

で
南
米
か
ら
の
移
民
生
徒
92
人

が
入
学
し
た
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン

の
エ
リ
ア
ス
・
ハ
ウ
小
学
校︵
Ｐ

Ｓ
51
︶
で
は
18
日
朝
、
教
職
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ア

ク
セ
ス
が
困
難
な
保
護
者
を
対

象
に
対
面
で
申
請
手
続
き
の
援

助
を
行
っ
た
。

楽しい
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今年から抽選に

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
平
本
秀
次
校
長
、
２
６
５
人
︶

は
４
月
９
日
、
満
開
の
桜
が
青

空
に
美
し
く
映
え
る
な
か
、
入

学
式
・
入
園
式
を
執
り
行
っ

た
。
今
年
度
か
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
以
前
の
授
業
時
間
や
行
事
実

施
に
戻
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

へ
の
希
望
に
満
ち
た
式
典
と
な

っ
た
。
日
米
両
国
の
国
歌
で
始

ま
っ
た
小
学
校
お
よ
び
中
学
高

等
部
入
学
式
で
は
、
平
本
秀
次

文
部
科
学
省
派
遣
校
長
、
市
原

理
瑠
日
本
語
継
承
語
部
部
長
の

式
辞
に
続
き
、
小
野
雅
之
理
事

長
、
パ
ー
ク
・
カ
シ
ャ
ニ 

サ

ラ
父
母
会
長
か
ら
の
祝
辞
︵
橋

本
尚
子
父
母
副
会
長
に
よ
る
代

読
︶
を
賜
っ
た
。
続
い
て
担
任

紹
介
が
あ
り
、
児
童
・
生
徒
ら

は
新
し
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
と

も
に
授
業
初
日
を
迎
え
た
。

　
幼
稚
園
部
の
入
園
式
で
は
、

年
中
の
ゆ
り
組
に
入
園
し
た
子

供
た
ち
が
迎
え
ら
れ
た
。
新
入

園
児
全
員
の
名
前
が
呼
ば
れ
、

大
き
な
声
や
小
さ
な
声
で
返
事

を
し
て
手
を
あ
げ
る
愛
ら
し
い

姿
を
保
護
者
た
ち
は
微
笑
ま
し

く
見
守
っ
て
い
た
。
年
長
の
ば

ら
組
の
子
供
た
ち
か
ら
新
入
園

児
に
歓
迎
の
手
遊
び
歌
と
手
作

り
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
入
園
式
は

終
了
し
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校

入
園
・
入
学
式

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

Ｎ
Ｊ
校
幼
児
部
は
５
月
６
日

︵
土
︶
午
後
３
時
か
ら
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ
Ｊ
校

︵8 W
est B

ay
view

 A
ve, 

E
nglew

ood C
liffs

︶

で

無

料
体
験
・
見
学
会
を
行
う
。
玉

入
れ
や
綱
引
き
な
ど
の
運
動
会

遊
び
、
質
疑
応
答
、
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
。
対
象

は
年
中
と
年
長
︵
２
０
１
７
年

４
月
２
日
〜
19
年
４
月
１
日
生

ま
れ
︶の
子
ど
も
。
定
員
10
人
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電

話
２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２

︵
伊
藤
さ
ん
︶
ま
で
。

育
英
サ
タ
デ
ー

見
学
会
６
日
に

mailto:seminar@us-lighthouse.com
https://bit.ly/SHINGAKU23SP
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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﹁
わ
く
わ
く
﹂
今
年
は
二
十

歳
の
半
分
。
二
十
歳
の
半
分

を
祝
う
二
分
の
一
成
人
式
に

向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
習
し
ま
し
た
。
小
さ
い
と

き
の
こ
と
、
ま
た
、
将
来
の

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
学
習
し
た
こ
と
を
本
に

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

二
分
の
一
成
人
式
の
当
日
に

向
け
て
歌
の
練
習
を
し
た
り
、

本
番
に
向
け
て
せ
り
ふ
を
覚

え
た
り
、
決
意
表
明
を
作
っ

た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ

た
り
し
ま
し
た
。 

　
本
番
で
は
、
両
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
、
今
ま
で
の
こ

と
、
将
来
の
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
﹁
い
の
ち

の
歌
﹂
を
歌
い
ま
し
た
。
こ

の
歌
は
命
の
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
歌
で
す
。
こ
の
歌
の

歌
詞
を
読
み
、
命
っ
て
ど
ん

な
も
の
か
を
深
く
思
っ
た
り
、

考
え
た
り
し
ま
し
た
。 

　
十
歳
と
い
う
の
は
、
﹁
命
﹂

の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
機
会

で
す
。
命
は
み
ん
な
の
最
初

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
で
も
、
た

っ
た
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
何
よ
り
も
大
切
に
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
死

ん
で
し
ま
っ
て
も
誰
も
分
け

て
く
れ
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、

命
は
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま

す
。
お
母
さ
ん
か
ら
生
ま
れ
、

そ
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ

て
結
婚
し
、
ま
た
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
く
り
か
え

し
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
思

い
な
が
ら
二
分
の
一
成
人
式

に
臨
み
ま
し
た
。 

　
他
に
も
﹁
経
験
﹂
が
大
事

だ
と
こ
の
機
会
で
思
い
ま
し

た
。
夢
に
立
ち
向
か
う
た
め

に
大
切
な
も
の
で
、
夢
の
た

め
に
練
習
し
た
り
学
習
す
る

と
き
、
新
し
い
こ
と
を
学
ん

で
み
た
り
挑
戦
し
た
り
す
る

こ
と
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
そ
れ
を
一
人
で
や
る
こ

と
は
大
変
で
す
。
だ
か
ら
、

友
達
や
、家
族
な
ど
と
﹁
協
力
﹂

し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。﹁
協
力
﹂
を
し
て
も

諦
め
た
ら
成
功
さ
せ
ら
れ
ま

せ
ん
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
僕
は
二
分

の
一
成
人
式
で
こ
ん
な
こ
と

を
思
っ
て
い
ま
し
た
。
命
、

経
験
、
協
力
、
諦
め
な
い
、

こ
の
４
つ
は
僕
の
一
番
大
切

に
し
て
い
る
も
の
で
、
何
を

行
う
と
き
に
も
必
要
な
こ
と

だ
と
自
分
で
は
思
っ
て
い
ま

す
。 

　
い
つ
ま
で
も
こ
の
４
つ
を

大
事
に
し
て
過
ご
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
２
年
︶

　
私
が
座
右
の
銘
に
し
た
い

言
葉
は
、﹁
出
会
い
を
大
切
に
﹂

で
す
。
こ
れ
は
、
私
が
ア
メ

リ
カ
に
行
く
た
め
に
転
校
が

決
ま
り
、
学
校
最
後
の
日
に

も
ら
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全

員
の
お
手
紙
集
の
中
に
あ
っ

た
先
生
か
ら
の
言
葉
で
す
。

　
私
が
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ

の
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で

ア
メ
リ
カ
で
の
出
会
い
を
大

切
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
初
め
て
の
転
校
で
、

し
か
も
初
め
て
の
海
外
で
、

お
友
達
が
で
き
る
か
、
う
ま

く
生
活
し
て
い
け
る
の
か
不

安
で
し
た
。
で
も
意
外
と
す

ぐ
に
日
本
人
じ
ゃ
な
い
お
友

達
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
お

友
達
は
休
み
時
間
に
一
緒
に

遊
ん
で
く
れ
た
り
、
体
育
の

時
に
チ
ー
ム
を
組
ん
で
く
れ

た
り
、
英
語
を
教
え
て
く
れ

た
り
と
て
も
優
し
か
っ
た
で

す
。
そ
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
人
た
ち
が
み
ん
な
優

し
か
っ
た
で
す
。
日
本
人
の

お
友
達
も
で
き
ま
し
た
。
ど

こ
に
住
ん
で
い
た
の
か
聞
く

と
、
同
じ
日
本
で
も
自
分
が

住
ん
で
い
た
場
所
か
ら
遠
い

と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
事
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
人
と

は
ア
メ
リ
カ
に
来
て
い
な
か

っ
た
ら
、
き
っ
と
出
会
う
こ

と
す
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
も
広
い
の
で

違
う
場
所
に
住
ん
で
い
た
ら

今
の
お
友
達
と
は
出
会
っ
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
思
い
出
す
と
誰
か
と
友
達

に
な
る
の
は
、
本
当
に
奇
跡

だ
と
思
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
が
幼

稚
園
の
年
長
さ
ん
の
時
の
話

で
す
。
あ
る
日
、
私
が
い
つ

も
の
よ
う
に
お
友
達
と
お
ま

ま
ご
と
を
し
て
い
た
時
に
転

入
生
の
女
の
子
が
来
ま
し
た
。

そ
の
子
は
広
島
県
か
ら
引
っ

越
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
転

入
初
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
子
は
あ
ま
り
ク
ラ
ス
に

馴
染
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
る
と
、
一
緒
に
お
ま
ま
ご

と
を
し
て
い
た
お
友
達
が
﹁
あ

の
子
、
し
っ
か
り
し
て
い
そ

う
だ
し
お
ま
ま
ご
と
の
お
母

さ
ん
役
に
な
っ
て
も
ら
い
た

く
な
い
？
ち
ょ
う
ど
人
数
足

り
て
い
な
か
っ
た
し
。﹂
と
言

い
ま
し
た
。
他
の
子
も
﹁
い

い
ね
！
お
母
さ
ん
役
に
な
っ

て
も
ら
お
う
よ
！
﹂
と
言
い

ま
し
た
が
、
誰
か
が
話
し
か

け
な
く
て
は
お
母
さ
ん
役
に

な
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
誰
が
話
し
か

け
る
か
相
談
し
ま
し
た
。
で

も
、
み
ん
な
恥
ず
か
し
い
か

ら
嫌
だ
と
言
い
ま
し
た
。
で

も
話
し
か
け
に
行
か
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
﹁
じ
ゃ
あ
、

私
が
話
し
か
け
に
行
っ
て
こ

よ
う
か
？
﹂
と
私
は
言
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
は
頑
張

っ
て
女
の
子
に
話
し
か
け
に

行
き
ま
し
た
。
﹁
ね
ぇ
、
お
ま

ま
ご
と
の
お
母
さ
ん
役
に
な

っ
て
く
れ
な
い
？
﹂
私
は
言

い
ま
し
た
。
す
る
と
、
女
の

子
は
少
し
笑
い
な
が
ら
﹁
い

い
よ
！
﹂
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
一

緒
に
お
ま
ま
ご
と
を
し
ま
し

た
。
お
友
達
に
﹁
会
っ
た
ば

っ
か
り
で
話
し
か
け
に
行
け

る
な
ん
て
す
ご
い
ね
！
﹂
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
別

に
そ
ん
な
に
ほ
め
ら
れ
る
よ

う
な
す
ご
い
こ
と
を
し
た
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
私
に
は
ど
こ
か
ら

湧
い
て
き
た
の
か
は
わ
か
ら

な
い
け
れ
ど
、
絶
対
に
O
K

を
し
て
も
ら
え
る
自
信
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

ず
っ
と
私
た
ち
は
一
緒
に
お

ま
ま
ご
と
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
小
学
校
生
に
な

っ
て
か
ら
﹁
あ
の
時
、
話
し

か
け
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
！
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
そ
う
言
っ
て
も
ら
え
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
子

と
は
、
小
学
校
も
同
じ
で
今

で
も
仲
の
い
い
お
友
達
で
す
。

そ
の
子
と
お
話
を
す
る
と
た

ま
に
、
お
ま
ま
ご
と
の
事
や
、

私
が
話
し
か
け
に
行
っ
た
事

の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

私
は
、
あ
の
時
話
し
か
け
に

行
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
他
に
、
今
も
月
に
一

回
電
話
を
す
る
ほ
ど
仲
の
い

い
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い

る
３
人
の
お
友
達
が
い
ま
す
。

そ
の
子
た
ち
と
の
出
会
い
も

奇
跡
だ
な
と
思
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
は
、
日

本
に
い
た
時
で
は
考
え
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
色
ん
な
国
の
お

友
達
が
出
来
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
に
は
数
年
し
か
い
な
い

の
で
、
ア
メ
リ
カ
で
の
お
友

達
や
先
生
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
色
ん
な
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、

周
り
に
優
し
く
で
き
る
よ
う

な
人
に
な
り
た
い
で
す
。﹁
出

会
い
を
大
切
に
﹂
を
こ
れ
か

ら
の
座
右
の
銘
に
し
た
い
で

す
。

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
１
年
︶

 ﹁
僕
の
４
つ
の
重
要
な
力
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
経
一
郎

　
ぼ
く
は
、
は
る
き
さ
ま
の

野
球
の
ボ
ー
ル
で
す
。
今
か

ら
ぼ
く
の
い
か
り
と
よ
ろ
こ

び
を
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。

　
ぼ
く
は
バ
ッ
ト
で
打
た
れ

る
の
が
き
ら
い
で
す
。
毎
日

野
球
の
練
習
に
連
れ
て
行
か

れ
て
、
バ
ッ
ト
で
ボ
ン
ボ
ン

打
た
れ
る
の
で
、
も
う
い
か

り
が
お
さ
え
き
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
し
あ
い
中
に
ピ

ッ
チ
ャ
ー
の
は
る
き
く
ん
が

ス
ト
ラ
イ
ク
の
ボ
ー
ル
を
投

げ
た
け
れ
ど
、
も
う
バ
ッ
ト

で
打
た
れ
た
く
な
い
か
ら
、

体
を
ひ
ね
っ
て
バ
ッ
ト
に
打

た
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う

所
に
行
っ
た
か
ら
、
は
る
き

く
ん
が
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
で
も
よ
ろ
こ
び
も
あ
り
ま

す
。
ぼ
く
は
い
ろ
ん
な
野
球

場
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る

の
が
す
き
で
す
。
そ
れ
に
と

き
ど
き
ぼ
く
を
す
ご
く
高
く

投
げ
て
く
れ
ま
す
。
あ
る
日
、

は
る
き
く
ん
が
ぼ
く
を
と
て

も
高
く
投
げ
て
く
れ
た
の
で
、

遠
く
の
家
や
学
校
が
よ
く
見

え
て
、
き
れ
い
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
所

へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
、

ぼ
く
を
高
く
投
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
が
バ

ッ
ト
に
当
た
ら
な
い
よ
う
な

上
手
な
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　  

　︵
滞
米
９
年
６
か
月
︶

 ﹁
出
会
い
を
大
切
に
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
朱
莉

「なりきりへん身作文」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　　　　ドイツ　はるき

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　
ぼ
く
は
、
い
つ
も
幸
せ
で

す
。
学
校
か
ら
帰
る
と
、
い

つ
も
読
書
を
し
ま
す
。
そ
の
後

は
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
昼
が
暑
い
の
で
、
エ
ア

コ
ン
や
扇
風
機
を
使
っ
て
家

の
中
を
す
ず
し
く
し
、
気
持

ち
の
よ
い
環
境
の
中
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ

な
弟
、
妹
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

自
分
一
人
で
は
な
く
、
家
族

と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
も
い
い

も
の
で
す
。

　
し
か
し
世
の
中
に
は
、
家

が
な
く
て
困
っ
て
い
る
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
々
や
、
仕
事
を

失
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
人
々

が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
人
た

ち
も
、
ぼ
く
の
よ
う
に
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
家
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
仕
事
も
見
つ

か
っ
て
幸
せ
に
く
ら
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
楽
し
く
幸
せ
に

な
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
し
て
平
等
な

世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
今
、
ぼ
く
の
毎
日
は
平
和

で
す
。
こ
の
平
和
が
世
界
中

に
広
が
り
、
ま
た
ず
っ
と
続

い
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　  

　︵
滞
米
１
年
︶
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 ﹁
平
等
な
世
界
に
﹂

　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
陽
向
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不
動
産
情
報
サ
イ
ト
の
プ
ロ

パ
テ
ィ
・
シ
ャ
ー
ク
は
こ
の
ほ

ど
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
不
動
産
価
格

が
高
い
地
区
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発

表
し
、
上
位
50
位
に
初
め
て
ブ

ロ
ン
ク
ス
の
地
区
が
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
。 

　
同
サ
イ
ト
は
、
２
０
２
３
年

第
一
四
半
期
の
Ｎ
Ｙ
市
内
各
地

区
の
住
宅
の
中
間
価
格
を
比

較
、分
析
し
た
。
上
位
50
位︵
同

位
を
含
め
53
地
区
︶
に
は
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
22
地
区
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
22
地
区
、
ク
イ
ー
ン
ズ

８
地
区
、
そ
し
て
ブ
ロ
ン
ク
ス

の
１
地
区
﹁
フ
ィ
ー
ル
ズ
ト

ン
﹂
が
含
ま
れ
て
い
る
。
フ
ィ

ー
ル
ズ
ト
ン
は
、
昨
年
同
時
期

の
中
間
価
格
は
33
万
８
０
０
０

ド
ル
で
１
４
０
位
だ
っ
た
が
、

今
年
は
１
４
９
％
増
の
84
万
ド

ル
で
41
位
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
市

は
住
宅
保
有
率
が
国
内
で
最
も

低
く
、
特
に
ブ
ロ
ン
ク
ス
は
住

宅
保
有
率
が
20
％
と
低
い
が
、

家
主
や
開
発
業
者
、
住
宅
投
資

家
の
所
有
分
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。 

　
同
リ
ス
ト
の
1
位
は
、
米
国

の
不
動
産
開
発
史
上
最
大
と
言

わ
れ
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
最
も
新
し

い
地
区
ハ
ド
ソ
ン
・
ヤ
ー
ド
で
、

中
間
価
格
は
５
７
０
万
ド
ル
だ

っ
た
。
２
位
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
、

３
位
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ビ
ネ
ガ

ー
・
ヒ
ル
で
、
以
下
ソ
ー
ホ
ー
、

フ
ラ
ッ
ト
ア
イ
ア
ン
、
ハ
ド
ソ

ン
・
ス
ク
エ
ア
、
タ
イ
ム
ズ
・

ス
ク
エ
ア
、
ダ
ン
ボ
、
キ
ャ
ロ

ル
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
、
セ
ン
ト
ラ

ル
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て

い
る
。 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
で
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
通
勤
が
で
き

る
広
め
の
賃
貸
住
宅
を
探
す
場

合
、
郊
外
の
一
戸
建
と
い
う
選

択
に
な
り
が
ち
だ
が
、
便
利
さ

と
い
う
点
か
ら
集
合
住
宅
で
値

段
に
見
合
う
物
件
が
あ
れ
ば
人

気
は
高
い
。

　
写
真
の
部
屋
は
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
に

建
つ
リ
ッ
ジ
・
ポ
イ
ン
ト
と
い

う
ビ
ル
の
２
寝
室
。ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら

1
マ
イ
ル
以
内
と
い
う
安
全
で

魅
力
的
な
立
地
は
、
最
高
の
ア

ク
セ
ス
、
優
れ
た
小
売
店
、
評

価
の
高
い
学
校
な
ど
を
兼
ね
備

え
て
い
る
。
広
さ
は
大
き
め
の

２
寝
室
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て

く
る
と
１
７
０
０
平
方
フ
ィ
ー

ト
以
上
と
か
な
り
広
く
、
こ
の

ク
ラ
ス
の
住
居
を
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
探
す
と
７
０
０
０
ド
ル
以

下
で
は
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
ジ
ム
な
ど
の
利
用
料
と
駐

車
場
代
金
︵
車
１
台
分
︶
が
賃

料
に
含
ま
れ
る
。
大
型
ス
ー
パ

ー
ま
で
徒
歩
３
分
の
好
立
地
。

こ
の
サ
イ
ズ
の
住
宅
で
は
日
本

人
に
は
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

が
人
気
だ
が
、
集
合
住
宅
タ
イ

プ
が
少
な
い
こ
と
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
と
同
じ
く
レ
ン
ト
が
高
止

ま
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
来
年

以
降
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
が

ホ
ッ
ト
な
住
宅
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
家
賃

は
４
３
３
５
ド
ル
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
０
１
・
７
３
６
・
０
３
８
０
、

Ｅ
メ
ー
ル
　nj1@

jonecorp.
com

　
　
矢
野
さ
ん

︵
写
真
提
供
・J.O

NE

不
動
産
︶

Ridge Pointe
NJ 州フォートリー

ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
広
さ

ま
だ
手
の
届
く
場
所
を
探
す

Ｎ
Ｙ
市
不
動
産
価
格
ラ
ン
キ
ン
グ

初
め
て
ブ
ロ
ン
ク
ス
上
位
50
内
に

　
総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の
リ

ロ
　
リ
ダ
ッ
ク
︵
七
原
肇
社
長
︶

は
、
同
社
を
通
じ
て
賃
貸
住
宅

を
決
め
た
人
の
た
め
に
４
月
19

日
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
オ

フ
ィ
ス
で
﹁R

E
D

A
C

 N
ew

 
C

om
ers

︵
リ
ダ
・
カ
マ
︶
奥

様
広
場
﹂
を
開
催
し
た
。
リ

ダ
・
カ
マ
は
米
国
に
新
し
く
赴

任
し
た
人
が
地
域
や
住
宅
、
生

活
に
関
す
る
情
報
交
換
を
し
た

り
、
友
人
知
人
を
増
や
し
た
り
、

直
接
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
話
が
で

き
る
場
と
し
て
好
評
を
得
て
い

る
。

　
当
日
は
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
在
住
の
駐
在
員
の
妻
た
ち
と

同
社
社
員
６
人
が
集
合
。
ケ
ー

キ
を
食
べ
な
が
ら
寛
い
だ
雰
囲

気
の
な
か
で
自
己
紹
介
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
子
供
の
学
校
や

習
い
事
、
病
院
情
報
、
お
す
す

め
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

レ
ス
ト
ラ
ン
情
報
な
ど
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
最
初
は
緊

張
し
た
様
子
だ
っ
た
が
、
す
ぐ

に
打
ち
解
け
て
盛
況
の
う
ち
に

会
は
終
了
し
た
。参
加
者
は﹁
た

く
さ
ん
情
報
を
共
有
し
て
も
ら

い
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
﹂﹁
た
く
さ
ん
話
し
が
で
き

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
。
楽

し
い
時
間
だ
っ
た
﹂と
話
し
た
。

「奥様広場」で

新規来米者同士

生活情報を交換

リダックが開催

https://www.redacinc.com/
mailto:nj1@jonecorp.com


(17  )　　 ［教　育］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和５年）5 月 6 日（土）

　
今
回
は
コ
ン
フ
リ
ク
ト
解
決

に
役
立
つ
﹁
ト
ラ
ン
セ
ン
ド
︵
超

越
︶
法
﹂
を
紹
介
し
ま
す
。
コ

ン
フ
リ
ク
ト
と
は
、
相
反
す
る

立
場
が
あ
り
、
其
々
の
目
的
が

両
立
で
き
な
い
状
態
の
こ
と
で

す
。
人
間
関
係
で
は
﹁
い
さ
か

い
﹂
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は

国
際
平
和
学
者
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ

氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
、
双
方

が
満
足
い
く
形
で
コ
ン
フ
リ
ク

ト
を
解
決
で
き
るW

in-W
in

型
の
解
決
法
で
、
世
界
の
戦
争
・

紛
争
等
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
和

解
へ
と
導
い
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
日
常
の
対
人
上
コ
ン
フ
リ

ク
ト
の
解
決
に
も
使
わ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
関
係
の
改
善
に
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
人
間
関
係
に
こ
の
方
法
を
用

い
る
と
、
相
反
す
る
目
的
を
持

ち
対
立
す
る
人
同
士
が
︵
例
え

ば
物
を
ね
だ
る
子
と
拒
否
す
る

親
︶
、
そ
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の

背
後
に
あ
る
相
手
の
感
情
や
心

の
ニ
ー
ズ
に
目
を
向
け
、
互
い

に
理
解
し
共
感
し
あ
う
こ
と

で
、
双
方
の
目
的
︵
そ
れ
を
買

う
か
否
か
︶
を
超
越
し
た
形
で

両
者
が
満
足
す
る
解
決
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
例
を
あ
げ
ま
す
。
Ａ
子
は
友

人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
行
く
の
に

ブ
ラ
ン
ド
服
を
買
え
と
き
き
ま

せ
ん
。
前
か
ら
高
価
な
物
を
ね

だ
る
こ
と
が
多
く
、
ダ
メ
と
言

う
と
癇
癪
を
起
こ
し
ま
す
。
親

は
﹁
我
儘
だ
、
絶
対
買
わ
な
い
﹂

と
譲
り
ま
せ
ん
。
さ
て
こ
の
親

子
は
ど
う
互
い
に
満
足
い
く
形

で
こ
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
解
決

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
は
子
供
の
要
求
の
裏
に

ど
ん
な
心
情
が
あ
る
か
、
な
ぜ

そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
っ
て
い
る
か

を
考
え
ま
す
。
家
や
学
校
で
の

子
供
の
立
場
や
周
り
と
の
関

係
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
前
後
の
環

境
の
変
化
、
ス
ト
レ
ス
等
に
も

目
を
向
け
ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
子
供
の
視
点
か
ら
、
気

持
ち
や
ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
よ

う
試
み
る
の
で
す
。

　
Ａ
子
の
一
見
我
儘
と
見
え
る

要
求
の
背
後
に
は
傷
つ
い
た
気

持
ち
や
見
捨
て
ら
れ
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。
も
と
も
と
繊
細
で

傷
つ
き
や
す
い
子
で
す
。
勉
強

嫌
い
で
成
績
も
今
一
つ
、
優
等

生
の
姉
と
比
較
さ
れ
叱
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
Ａ
子
は
﹁
親

は
姉
の
ほ
う
が
大
事
﹂
、
﹁
自
分

は
い
つ
か
見
捨
て
ら
れ
る
﹂
と

い
う
不
安
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。
よ
い
行
動
で
大
人
の
関
心

を
引
け
な
い
Ａ
子
は
、
無
意
識

の
う
ち
に
我
儘
や
問
題
行
動
で

親
の
注
意
を
引
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
理
不
尽
な
要

求
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
親
の
愛
を
確
認
で
き
る
と
い

う
行
為
が
無
意
識
に
繰
り
返
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
姉
が

不
登
校
と
な
り
親
の
関
心
は
ほ

ぼ
姉
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
姉
を
元
気
づ
け
る
た
め
高

い
買
い
靴
を
与
え
た
こ
と
が
Ａ

子
の
ジ
ェ
ラ
シ
ー
や
寂
し
さ
を

増
幅
さ
せ
ま
し
た
。
Ａ
子
は
自

分
も
愛
さ
れ
て
い
る
と
確
認
し

た
い
気
持
ち
か
ら
、
高
い
服
を

買
わ
せ
る
こ
と
に
執
着
し
て
い

た
の
で
す
。
ま
た
普
段
友
人
に

劣
等
感
が
あ
る
Ａ
子
は
、
皆
が

集
ま
る
場
で
ブ
ラ
ン
ド
服
を
着

る
こ
と
で
自
信
を
奮
い
立
た
せ

た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
親
が
気
づ

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
。
﹁
そ
ん
な
思
い
を

さ
せ
て
た
の
か
、
悪
か
っ
た
﹂

と
い
う
Ａ
子
へ
の
共
感
が
生
ま

れ
、﹁
Ａ
子
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と

同
じ
よ
う
に
大
事
よ
﹂
と
い
た

わ
り
や
愛
情
の
言
葉
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
子
が
自
分
の
気
持
ち
が
理

解
、
受
容
さ
れ
た
と
感
じ
、
親

の
愛
情
を
実
感
で
き
れ
ば
、
服

を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
固
執

せ
ず
に
す
み
ま
す
。そ
し
て﹁
大

変
な
時
に
我
儘
言
っ
て
悪
か
っ

た
﹂
と
反
省
の
気
持
ち
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
こ
で
﹁
服
を
買
う

か
否
か
﹂の
対
立
を
超
越
し
た
、

親
子
双
方
満
足
で
き
る
解
決
法

が
見
え
て
き
ま
す
。
例
え
ば
パ

ー
テ
ィ
ー
に
不
安
を
感
じ
る
Ａ

子
の
た
め
に
、
喜
ば
れ
そ
う
な

手
土
産
を
家
族
で
考
え
、
母
娘

で
お
菓
子
作
り
を
す
る
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
す
れ
ば
Ａ
子
は
服
を

買
っ
て
も
ら
う
よ
り
ず
っ
と
親

の
愛
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
結
果
、
家
族
間
に
新
た

な
信
頼
が
芽
生
え
、
関
係
も
改

善
す
るW

in-W
in

型
の
解
決

と
な
る
の
で
す
。

　
成
功
の
鍵
は
、
目
に
見
え
る

相
手
の
要
求
・
目
標
の
背
後
に

あ
る
脆
い
感
情
や
心
の
ニ
ー
ズ

を
ど
れ
だ
け
理
解
し
共
感
で
き

る
か
に
あ
り
ま
す
。
子
供
の
問

題
行
動
や
要
求
の
裏
に
ど
ん
な

心
情
が
あ
る
か
、
親
が
時
に
立

ち
止
ま
り
考
え
て
み
る
こ
と
、

そ
し
て
親
か
ら
子
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、
時
間
を
か
け
て
彼
ら
の

言
い
分
を
聞
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
た
と
え
自
分
の
価
値
観
や

考
え
と
は
違
っ
て
い
て
も
、
子

供
が
置
か
れ
た
立
場
に
立
ち
、

彼
ら
の
視
点
か
ら
物
事
を
見
て

み
る
親
側
の
柔
軟
性
や
努
力
も

大
切
で
す
。
そ
し
て
親
の
理
解

や
共
感
を
言
葉
で
伝
え
て
あ
げ

て
下
さ
い
。
親
子
双
方
満
た
さ

れ
、
よ
り
良
い
関
係
を
育
む
解

決
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
ト
ラ
ン
セ
ン
ド

法
を
お
試
し
下
さ
い
。
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ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館

︵
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス

ト
２
０
０
番
地
︶は
５
月
４
日
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ギ
ル
ダ
ー
科
学

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
を
開
館
。
4
月
25
日
、
報
道

陣
に
内
部
が
公
開
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ン
バ
ス
街
に
面
し
た
同

セ
ン
タ
ー
を
手
が
け
た
の
は
、

ス
タ
ジ
オ
・
ギ
ャ
ン
グ
︵
本
社

シ
カ
ゴ
︶。
外
観
も
内
側
も
一

つ
と
し
て
同
じ
形
の
な
い
曲
線

美
の
建
物
に
つ
い
て
、
代
表
の

ジ
ェ
ニ
ー
・
ギ
ャ
ン
グ
さ
ん
は

﹁
自
然
の
景
観
に
近
い
形
を
意

識
し
た
﹂
と
言
い
、﹁
33
か
所

の
連
絡
通
路
か
ら
同
館
の
歴
史

１
５
０
年
の
間
に
作
ら
れ
た
10

棟
の
建
物
が
有
機
的
に
連
結
さ

れ
今
ま
で
の
袋
小
路
の
不
便
さ

が
解
消
さ
れ
た
。
ま
た
、
入
口

の
大
き
な
窓
か
ら
は
72
丁
目
の

ハ
ド
ソ
ン
川
に
落
ち
る
夕
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン
ジ
が
鑑
賞

で
き
る
﹂
と
説
明
し
た
。
天
窓

か
ら
光
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
る
ア

ト
リ
ウ
ム
を
囲
む
よ
う
に
、
昆

虫
や
鉱
石
、
地
理
学
や
考
古
学

な
ど
の
展
示
が
並
び
、
同
館
の

膨
大
な
蝶
の
標
本
を
収
蔵
す
る

部
屋
は
ガ
ラ
ス
越
し
に
一
部
の

標
本
が
見
ら
れ
る
。
図
書
室
、

シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

入
館
料
を
払
え
ば
利
用
で
き

る
。
一
番
の
目
玉
と
も
言
え
る

３
６
０
度
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

劇
場
は
、別
料
金
で
入
場
可
能
。

微
粒
子
に
な
っ
て
脳
の
内
部
に

行
っ
た
り
虫
に
な
っ
て
葉
の
下

に
入
り
込
ん
だ
り
す
る
よ
う
な

体
験
型
の
映
像
が
楽
し
め
る
。
　

　
23
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
地
上

５
階
地
下
１
階
の
同
セ
ン
タ

ー
は
、
２
０
１
４
年
に
計
画

が

発

表

さ

れ
、

総

工

費

約

４
億
６
５
０
０
万
ド
ル
を
か
け

て
完
成
し
た
。
計
画
当
初
か
ら

関
わ
っ
た
同
館
元
館
長
の
エ
レ

ン
・
フ
ッ
タ
ー
さ
ん
は
﹁
特
に

科
学
分
野
の
指
導
者
や
学
生
に

と
っ
て
、
次
世
代
の
興
味
や
学

び
に
貢
献
す
る
施
設
と
な
る
﹂

と
開
館
を
喜
ん
だ
。

︵
小
味
か
お
る
、
写
真
上
も
︶

自
然
史

博
物
館

新館がオープン
　曲線美の建物

　
明
石
竜
太
郎
と
服
部
真
紀

子

の

個

展
﹁C

om
ing to 

L
ife:V

ernal E
xpressions 

in C
lay

﹂
が
５
月
３
日
か
ら

６
月
16
日
︵
金
︶
ま
で
、
ジ
ョ

ー
ン
Ｂ
マ
ー
ビ
ス
︵
東
78
丁
目

39
丁
目
４
０
１
号
︶
に
て
開
催

致
さ
れ
て
い
る
。
同
展
が
日
本

国
外
で
は
初
と
な
る
明
石
は
、

粘
土
を
彫
り
、
削
り
、
薄
く
釉

薬
や
プ
ラ
チ
ナ
の
下
地
を
塗
る

こ
と
に
よ
り
入
り
組
ん
だ
表
面

の
パ
タ
ー
ン
を
作
る
。
服
部
は

粘
土
を
薄
く
削
り
、
ピ
ン
セ
ッ

ト
に
よ
り
一
枚
一
枚
外
か
ら
内

側
ま
で
び
っ
し
り
と
粘
土
の
ヒ

ダ
を
敷
き
詰
め
、
繊
細
な
作
品

を
つ
く
っ
て
い
る
＝
写
真
＝
。

陶
芸
作
家
と
し
て
全
く
違
う
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
ふ
た
り

の
作
家
が
﹁
自
然
﹂
に
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
生
物

の
命
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
。

　
入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
平

日
午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.m

irviss.com

明石竜太郎
服部真紀子

ジョーンＢマービスで個展

映
画
﹁P

L
A

N
 7

5

﹂

Ｎ
Ｙ
で
劇
場
公
開

　
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
運
営

す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ

ア
・
ア
メ
リ
カ
の
動
画
配
信
サ

ー
ビ
ス
で
日
本
の
人
気
番
組
を

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
楽
し
め
る
ｄ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン
。
今
月

は
、
日
本
と
同
時
期
配
信
の
新

ド
ラ
マ
で
天
海
祐
希
と
松
下
洸

平
が
出
演
す
る
﹁
合
理
的
に
あ

り
得
な
い-

探
偵
・
上
水
流
涼

子
の
解
明
﹂
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
ま
た
、
坂
口
健
太
郎
が
義

手
の
元
医
者
を
演
じ
る
﹁D

r. 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
﹂、
橋
本
環
奈

と
山
田
涼
介
が
主
演
の
シ
ン
デ

レ
ラ
ス
ト
ー
リ
ー
﹁
王
様
に
捧

ぐ
薬
指
﹂
な
ど
、
最
新
ド
ラ
マ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
毎
週
登
場
す

る
。
　
視
聴
料
は
月
額
９
ド
ル

99
セ
ン
ト
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
が
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
で
利
用
で
き
る
。
詳
細

は
公
式
イ
トhttps://w

w
w

.
dlibjapan.com

/

ド
ラ
マ 

﹁
合
理
的
に
あ
り

得
な
い-

探
偵
・
上
水
流

涼
子
の
解
明
﹂

ｄライブラリ
ジャパン

5月の動画配信

　
50
年
の
歴
史
あ
る
合
唱
団
、

モ
リ
ス
コ
ー
ラ
ス
ソ
サ
イ
エ

テ
ィ
が
５
月
20
日
︵
土
︶
に

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
モ
リ
ス

タ
ウ
ン
で
公
演
す
る
カ
ー
ル
オ

ル
フ
の
傑
作
﹃
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ

ラ
ー
ナ
﹄
に
日
本
人
ソ
プ
ラ
ノ

の
青
木
麻
菜
美
が
出
演
す
る
。

同
作
品
は
19
世
紀
初
め
ド
イ
ツ

の
修
道
院
で
見
つ
け
ら
れ
た
詩

歌
集
に
音
楽
が
施
さ
れ
た
世
俗

カ
ン
タ
ー
タ
で
、
迫
力
の
第
一

曲
﹃
お
お
運
命
の
女
神
よ
﹄
は

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
会
場

は
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
オ
ン
ザ

グ
リ
ー
ン
︵50 South Park 

Place,  M
orristow

n

︶
午
後

７
時
か
ら
。
入
場
料
は
大
人
26

ド
ル
詳
細
はhttps://w

w
w

.
m

orrischoralsociety.org/

モ
リ
ス
タ
ウ
ン
合
唱
団

青
木
麻
菜
美
が
ソ
ロ

　
Ｎ
Ｙ
在
住
の
ジ
ャ
ズ
作
曲
家

／
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー

の
宮
嶋
み
ぎ
わ
が
５
月
16
日

︵
火
︶
午
後
７
時
か
ら
、T

he 

D
iM

enna C
enter

︵
西
37
丁

目
４
５
０
番
地
︶
で
在
米
10
年

を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

う
。
宮
嶋
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
グ
ラ
ミ
ー
賞
ノ
ミ
ネ
ー

ト
５
回
を
誇
り
、
最
近
は
ジ
ャ

ズ
の
巨
匠
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
マ

ル
サ
リ
ス
氏
が
率
い
る
ジ
ャ
ズ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
ジ
ャ
ズ
・
ア

ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
指
揮
し
た
実
力
派
。
在
米
10

周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
、
彼

女
の
多
彩
な
活
動
を
反
映
し
た

公
演
内
容
で
、
豪
華
ゲ
ス
ト
を

招
き
、
17
人
編
成
の
﹁
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
﹂
の
み
な
ら

ず
、
殺
陣
師
香
純
恭
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
著
名
ジ
ャ

ズ
サ
ッ
ク
ス
奏
者
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
太
鼓
奏
者

の
み
ど
り
ラ
ー
セ
ン
ら
が
出

演
。ジ
ャ
ズ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ポ
ッ
プ
ス
と
５
種
類
の
音
楽
が

楽
し
め
る
。
日
本
か
ら
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
ゲ
ス
ト
も
飛
び
入
り
演

奏
す
る
予
定
。

　
入
場
料
は
最
前
列

75
ド

ル
︵

20
席
限
定
︶、
一
般
席

55
ド
ル
。
詳
細
はhttps://

m
ig

g
y

m
ig

iw
a

.n
e

t/
m

ig
g

y
-a

u
g

m
e

n
te

d
-

orchestra

を
参
照
す
る
。

宮
嶋
み
ぎ
わ
５
月
16
日
に

在
米
10
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

　
高
齢
者
社
会
化
が
進
む
近
未

来
の
日
本
。
75
歳
で
生
死
を
選

択
で
き
る
制
度
が
始
ま
る
と
い

う
想
定
の
映
画
﹃PLA

N
75

﹄

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
4
月
21
日

に
公
開
さ
れ
、
23
日
ま
で
早
川

千
絵
監
督
が
観
客
と
の
質
疑
応

答
に
参
加
し
た
。

　
早
川
監
督
が
ま
ず
、
本
作
は

老
人
問
題
で
は
な
く
弱
者
に
不

寛
容
に
な
っ
て
き
た
日
本
社
会

に
つ
い
て
描
き
た
か
っ
た
こ

と
、
２
０
１
６
年
に
日
本
で
起

こ
っ
た
身
障
者
施
設
で
の
45
人

殺
傷
事
件
に
特
に
衝
撃
を
受
け

た
と
を
語
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
来
て
日
本
の
介
護
施
設
で

働
い
て
い
る
若
い
女
性
が
登
場

人
物
の
一
人
だ
が
、
日
本
社
会

で
失
わ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
家
族
の
つ
な
が
り
が
日
本

在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
た
ち
の
間

に
あ
る
対
比
を
描
き
た
か
っ
た

と
述
べ
た
。

　
会
場
を
埋
め
た
観
客
か
ら

は
、
家
族
の
力
が
強
い
フ
ィ
リ

ピ
ン
社
会
で
は
プ
ラ
ン
75
の
よ

う
な
制
度
は
創
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
語
っ
て

い
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
読

ん
だ
が
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
で
は

日
本
の
よ
う
に
起
こ
り
う
る
だ

ろ
う
、
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
身

近
な
問
題
に
感
じ
ら
れ
た
と
い

う
意
見
が
出
た
。
監
督
は
、
海

外
で
上
映
し
て
来
て
色
々
な
国

で
、
映
画
で
描
か
れ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
が
起
き
る
だ
ろ
う
と

い
う
感
想
が
出
た
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　
日
本
社
会
は
若
者
よ
り
老
人

を
優
先
し
て
老
人
に
対
し
て
親

切
だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し

て
監
督
は
、
最
近
の
日
本
で
は

国
は
い
ざ
と
な
っ
た
ら
助
け
な

い
の
で
自
己
責
任
で
対
処
す
る

よ
う
に
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

強
く
な
っ
て
来
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
る
と
答
え
た
。

　
プ
ラ
ン
75
制
度
の
担
当
者
は

応
募
者
数
を
確
保
す
る
ノ
ル
マ

が
あ
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対

し
て
監
督
は
、
応
募
者
数
を
増

や
せ
ば
表
彰
さ
れ
る
と
い
う
設

定
だ
と
答
え
た
。

　
撮
影
や
音
楽
が
素
晴
ら
し
か

っ
た
と
い
う
感
想
に
対
し
て
、

撮
影
の
浦
田
秀
穂
は
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
在
、
音
楽
の
レ
ミ
・
ブ
ー

バ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
二
人

と
も
登
場
人
物
か
ら
距
離
を
置

き
観
察
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
セ

ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
な
ら
な
い
よ

う
に
留
意
し
た
そ
う
だ
。

　
会
場
外
で
も
監
督
と
話
を
し

た
い
観
客
が
途
切
れ
ず
、
上
映

後
も
長
い
間
監
督
は
観
客
に
囲

ま
れ
て
い
た
。︵
平
野
共
余
子
︶

　
同
映
画
は
好
評
の
た
め
、
グ

リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ
ッ
ジ
の
Ｉ
Ｆ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
︵
６
番
街
３
２
３
番

地)

で
５
月
11
日
︵
木
︶
ま
で

上
映
期
間
が
延
長
に
な
っ
た
。

上映劇場 IFC の前に立つ早川監督（４月 21 日、写真・木元美佳）

Photo:Yasuharu Sato

視
界
３
６
０
度
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
劇
場
も

https://www.samuraimama.com/
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
https://www.dlibjapan.com/
https://www.morrischoralsociety.org/
https://miggymigiwa.net/miggy-augmented-orchestra


　
昨
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
成
功

と
人
々
の
暖
か
い
歓
迎
で
人
生

が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
ビ
ッ

グ
な
朝
食
を
食
べ
て
、
11
時
に

主
催
者
の
天
使
の
よ
う
に
優
し

い
女
性
に
お
別
れ
を
し
て
駅
に

向
か
う
。
午
後
１
時
の
電
車
に

乗
れ
ば
薄
暗
く
な
る
４
時
に
ワ

ル
シ
ャ
ワ
に
着
く
。
彼
女
に
心

か
ら
の
お
礼
を
伝
え
、
持
っ
て

い
け
な
い
花
束
を
彼
女
に
託

す
。
彼
女
が
気
前
よ
くU

ber

を
呼
ん
で
く
れ
た
。

　
大
き
な
駅
に
到
着
。
さ
す
が

大
都
会
、
切
符
売
り
場
は
混
ん

で
い
た
。
電
車
は
指
定
席
の
特

急
。
今
回
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
電

車
移
動
で
い
つ
も
不
思
議
に
思

っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
交
通

費
が
非
常
に
安
い
。
３
時
間

指
定
席
の
特
急
で
移
動
し
て
、

１
４
８
Ｐ
Ｌ
Ｎ
︵
37
ド
ル
︶
。

ド
ル
が
強
く
Ｐ
Ｌ
Ｎ
が
弱
い
か

ら
だ
ろ
う
か
。
３
時
間
と
い
う

の
は
日
本
で
は
東
京
大
阪
間
の

新
幹
線
だ
。
結
構
な
値
段
が
し

た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
、
列
車

の
掲
示
板
を
み
る
と
、
さ
す
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
！
外
国
の
地
名
が

掲
示
板
に
並
ぶ
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ

行
き
は
、
２
時
間
に
一
本
。
１

時
間
以
上
待
た
な
い
と
い
け
な

い
。
幸
い
に
も
駅
の
構
内
に
も

私
の
強
い
味
方
、Zabka

が

あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
を
買
っ
て

ベ
ン
チ
で
待
つ
。
ホ
ー
ム
へ

向
か
う
途
中
、
ま
た
し
て
も

Parow
ka X

X
L

︵
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
︶
を
見
つ

け
た
。
つ
い
買
っ
て
し
ま
う
。

美
味
い
！

　
電
車
に
乗
っ
て
す
ぐ
に
大

き
な
自
動
車
工
場
が
見
え
た
。

V
W

 Poznan

と
あ
る
。
私
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
ー
で
あ
る
Ｖ

Ｗ
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
庶
民
が
乗

れ
る
国
民
車
︵Folks C

ar = 
V

olks W
agen

︶
を
ポ
ル
シ

ェ
博
士
に
作
ら
せ
た
こ
と
か
ら

生
ま
れ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
委

託
さ
れ
た
博
士
は
、
ポ
ル
シ
ェ

を
元
に
有
名
な
ビ
ー
ト
ル
の
原

型
を
作
る
。 

Ｖ
Ｗ
と
ポ
ル
シ

ェ
は
兄
弟
な
の
だ
。
そ
れ
が
Ｖ

Ｗ
の
発
祥
で
あ
る
な
ら
ば
、
ナ

チ
ス
ド
イ
ツ
の
支
配
下
に
あ
っ

た
ポ
ズ
ナ
ン
に
Ｖ
Ｗ
の
工
場
が

あ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
と

思
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
私
は

ヒ
ト
ラ
ー
が
作
っ
た
車
に
乗
っ

て
い
る
の
だ
。

　
こ
れ
だ
け
移
動
が
多
け
れ

ば
、
車
好
き
の
私
は
当
然
車
で

移
動
す
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

Ｕ
Ｓ
の
免
許
証
を
認
め
て
い
な

い
。
従
っ
て
電
車
移
動
に
な
っ

た
。
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
電
車

は
快
適
で
あ
る
。
列
車
に
は
食

堂
車
が
あ
り
、
か
な
り
美
味
し

そ
う
な
食
事
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の

よ
う
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ウ
ェ
イ
タ
ー
も
ウ
ェ
イ
ト

レ
ス
も
格
好
良
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー

も
あ
っ
て
、持
ち
帰
り
が
で
き
、

私
は
早
速
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
す

る
。改
め
て
掲
示
板
を
み
る
と
、

こ
の
電
車
は
な
ん
と
ベ
ル
リ
ン

か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
経
由

し
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
ま
で
行
く
国

際
電
車
な
の
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
電
車
の
旅
は
非
常
に

快
適
だ
。

　
電
車
が
ポ
ズ
ナ
ン
駅
を
出
発

し
た
時
に
は
珍
し
く
陽
が
さ
し

て
大
都
会
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
美

し
く
照
ら
し
て
い
た
。
が
そ
れ

も
束
の
間
、
次
第
に
雲
が
か
か

り
い
つ
も
の
ど
ん
よ
り
と
し
た

緑
の
草
原
に
変
わ
っ
た
。
私
は

す
っ
か
り
安
堵
し
て
よ
く
眠
っ

た
。

　

午

後

４

時

過

ぎ
、

ほ

ぼ

定
刻
で
列
車
は
ワ
ル
シ
ャ

ワ

の

中

央

駅
︵W

arszaw
a 

C
entralna

︶
に
着
く
。
数
日

ぶ
り
に
見
る
ロ
シ
ア
占
領
下
の

匂
い
が
残
る
大
都
会
だ
っ
た
。

　
駅
前
に
は
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
カ

フ
ェ
が
あ
る
。
Ｎ
Ｙ
か
ら
着
い

た
夜
は
威
圧
的
な
ロ
シ
ア
の
ビ

ル
に
霧
が
か
か
っ
て
い
た
が
、

今
日
は
中
々
お
し
ゃ
れ
で
は
な

い
か
！
景
色
が
き
れ
い
か
ど
う

か
は
、
気
分
が
大
い
に
関
係
す

る
の
か
も
。
ホ
テ
ル
は
、
前
回

と
同
じ
場
所
、
宮
殿
の
よ
う
な

ア
パ
ー
ト
に
帰
る
。﹁
奇
跡
寿

司
﹂
の
大
き
な
看
板
に
心
を
引

か
れ
な
が
ら
馴
染
み
の
宿
に
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
。
今
回
の
部
屋
は

前
回
よ
り
も
さ
ら
に
広
い
。
巨

大
な
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
フ
ッ

ト
バ
ス
、
シ
ャ
ワ
ー
、
バ
ス
タ

ブ
が
あ
る
大
き
な
バ
ス
ル
ー

ム
、マ
ス
タ
ー
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、

小
さ
な
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
キ
ッ

チ
ン
、
そ
し
て
そ
れ
を
結
ぶ
偉

く
長
い
廊
下
。
贅
沢
。

　
夕
食
の
時
間
だ
。
が
、
レ
ス

ト
ラ
ン
に
一
人
で
入
る
気
に
も

な
ら
な
い
の
で
、
近
く
の
馴
染

み
の
ス
ー
パ
ー
に
行
き
、
お
惣

菜
を
買
い
込
む
。
バ
タ
ー
と
パ

ン
、
ク
ノ
ー
ル
の
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ス
ー
プ
、
新
鮮
な
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
野
菜
と
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

買
っ
て
サ
ラ
ダ
を
作
っ
た
。
美

味
い
！

　
こ
れ
で
仕
事
は
終
わ
り
。
明

日
か
ら
数
日
間
ワ
ル
シ
ャ
ワ
と

ク
ラ
コ
ー
を
観
光
し
よ
う
と
思

う
。

　
ポ
ズ
ナ
ン
は
、
人
情
味
に
溢

れ
る
素
晴
ら
し
い
都
会
だ
っ

た
。
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

と
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
の
出

会
い
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
続
く
︶

浅
井
岳
史

︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
︶

www.takeshiasai.com
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ジ
ャ
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ア
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コ
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ワ
ル
シ
ャ
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 EVENT　 
■ファイブボロ・バイクツアー＝ 5/7　毎年 5
月最初の日曜に開催される自転車で市内 5 区 42
マイルを走るイベント。今年は 3 万 2000 人が
参加する。バッテリーパークをスタートし、6
番街を上り、セントラルパークを通り、最終地
のスタテンアイランドでは野外フェスも開催。
詳細は https://www.bike.nyc/
■第 2 回ジャパン・パレード＝ 5/13　Central 
Park West（bet 81 to 67th St.）日本からの特別
ゲストとしてライブスペクタル・NARUTO を迎
える。グランドマーシャルはクリスティ・ヤマ
グチさん。西 72 丁目ではジャパン・ストリー
トフェアも開催、ハローキティとの撮影会や和
食・日本観光紹介テントなど多数出店する。
詳細は https://japandaynyc.org/

CLASS/SEMINAR
■ジャパン・ソサエティー（JS）主催ウェビ
ナー「ESG 投資の成り立ち、実践と未来」＝
5/9　09:00　コロンビア大学 MBA の人気講義を
書籍化した『ESG 投資の成り立ち、実践と未来』
の著者、伊藤隆敏氏と本田桂子氏が ESG の現
状と最新動向などについて解説する。参加費無
料。
詳細は https://japansociety.org

MUSIC
■ハーレム・ジャパニーズ・ゴスペル・クワイ
ヤ ー ＝ 5/6　14:30　Brooklyn Botanic Garden

（990 Washington Ave.）ブルックリン植物園で
4/22 〜 5/14 の週末に開催中の家族向けイベン
ト「ウィークエンド・イン・ブルーム」にて歌
を披露する。ハーレム・ジャパニーズ・ゴスペル・
クワイヤー（代表：松尾公子）は 1997 年にハー
レムの黒人教会で創設。当日は元気溢れるゴス
ペルを歌う。
詳細は https://www.bbg.org/

THEATRE/DANCE
■グローバス映画シリーズ「相米慎二の世界：
不朽の青春」=5/13 まで　Japan Society（333 
E 47th St.）2001 年に 53 歳の若さで亡くなった
相米慎二の軌跡を、4K 修復版のプレミアを含む
7 作品を通してたどる。上映作品は『台風クラブ』

（1985 年）、『ションベン・ライダー』（83 年）、
『ラブホテル』（85 年）、『セーラー服と機関銃』
（81 年）、『光る女』（87 年）など。入場料：一
般 $15、学生・シニア $12、JS 会員 $10　
詳細は https://japansociety.org/

, ART
　

■第 5 回年次グループ展「武蔵野美術大学交友
仲間展」＝ 5/3 〜 5/14　Gallery onetwentyeight

（128 Rivington St.）NY 市と近郊に在住する 14
人の武蔵野美術大学の仲間によって結成された
アートグループ「武蔵野コンソーティアム」の
作品展。参加アーティストは、ハンデル佳奈、
平之内美穂、小坂あきこ、鞍井綾音、前原邦彦
ほか。入場無料。月・火曜休。
詳細は www.galleryonetwentyeight.org
■第 27 回「JAA ニューヨークで活躍する日本
人・日系人美術家展」＝ 5/11 〜 5/20　JAA ギャ
ラリー（49 W 45th St. 5F）参加アーティストは、
服部夏子、廣瀬ジョージ、廣瀬公美、百田和子、
市村しげの、河合敦子、久住真理子、三浦良一
ほか。オープニングレセプションは 5 月 11 日

（木）午後 4 時から 6 時。入場無料。5/13 はジャ
パンパレードのため休館。

　
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
ピ
ア
ノ
、
声
楽
、
弦
楽
器
、

管
楽
器
を
学
ぶ
若
手
音
楽
家
を

世
界
に
送
り
出
す
こ
と
を
目
的

に
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
地
区

本
選
を
開
催
し
て
い
る
。
同
コ

ン
ク
ー
ル
は
セ
シ
リ
ア
国
際
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
と
共
に
、
世
界

の
地
区
本
選
を
勝
ち
抜
き
大
阪

フ
ァ
イ
ナ
ル
で
の
入
賞
者
か
ら

選
抜
さ
れ
た
奏
者
に
よ
る
ガ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
を
、
５
月
23
日

︵
火
︶
午
後
７
時
30
分
か
ら
カ

ー
ネ
ギ
ー
・
ワ
イ
ル
リ
サ
イ
タ

ル
ホ
ー
ル︵
７
番
街
と
57
丁
目
︶

で
開
催
す
る
。

　
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
昨
年
８
月
に
Ｎ
Ｙ
で
開

催
し
た
地
区
本
選
を
世
界
各
地

で
も
開
催
し
、
勝
ち
抜
い
た
者

た
ち
が
大
阪
に
集
い
、
グ
ラ
ン

プ
リ
や
多
く
の
賞
を
競
い
合
う

日
本
を
ベ
ー
ス
に
し
た
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
へ
と
将
来
的
に
育
て

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
２
０
１
７
年
か
ら
始
め
た

カ
ー
ネ
ギ
ー
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
そ
の
試
み
の
第
一
歩
と
な

る
。
当
日
は
、
Ｎ
Ｙ
地
区
本
選

で
の
審
査
委
員
長
を
務
め
た
Ｎ

Ｙ
を
ベ
ー
ス
に
世
界
で
活
躍
す

る
オ
ペ
ラ
歌
手
・
田
村
麻
子
さ

ん
＝
写
真
＝
が
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
最
後
に
歌
を
披
露
す
る
。

　
入
場
料
は
25
ド
ル
、
学
生
20

ド
ル
︵
窓
口
で
要
学
生
証
提

示
︶
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トcarnegiehall.

org 

を
参
照
す
る
。

 

星
の
島
句
会

万
緑
や
火
の
神
ペ
レ
の
ハ
ワ
イ
島 

豊
島
キ
ヌ

こ
の
風
は
生
ま
れ
た
て
な
り
青
岬 

中
川
手
鞠

立
歩
き
始
め
し
朝
や
武
具
飾
る 

長
谷
川
久
美
子

す
ず
ら
ん
や
天
井
高
き
ロ
グ
ハ
ウ
ス 

江
坂
衣
代

樹
か
ら
樹
へ
飛
ん
で
清
和
の
風
と
な
る 

太
田
風
子

hoshinoshima819@
gmail.com

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
新
し
く

で
き
た
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ザ
・

レ
ッ
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
︵the 

R
ed

 P
av

ilion

：

1
2

4
1 

Flushing A
venue

︶
で
５

月
４
日
︵
木
︶
午
後
７
時
か
ら

９
時
ま
で
、
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ

ズ
と
ブ
ル
ー
ス
と
演
歌
の
夕

べ
﹁
東
京
ブ
ギ
ナ
イ
ト
﹂
が

開
催
さ
れ
る
。
出
演
は
ク
ニ

三
上
︵
ピ
ア
ノ
︶、
高
崎
あ
さ

子
︵
ボ
ー
カ
ル
︶、
フ
ラ
ン
ク
・

ハ
ン
︵
ボ
ー
カ
ル
︶、
エ
ヴ
ァ

ン
・
浜
口
︵
サ
ッ
ク
ス
︶、
小

川
と
も
や
︵
ギ
タ
ー
︶、
今
野

大
輔
︵
ド
ラ
ム
ス
︶。
入
場
料

10
ド
ル
＋
飲
み
物
、21
歳
以
上
。

チ
ケ
ッ
ト
はhttps://w

w
w

.
ex

ploretock
.com

/th
e-

red-pavilion
-brookly

n
/

event/409316

か
ら
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

三
上
ク
ニ
ら
４
日

ガ
ラ
公
演
Ｎ
Ｙ
で
開
催

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
23
日

大阪国際音楽コンクール

若手音楽家を世界へ

東京ブギナイト

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://japansociety.org/
https://www.bike.nyc/
https://japandaynyc.org/
https://japansociety.org
https://www.bbg.org/
http://www.galleryonetwentyeight.org
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://www.exploretock.com/the-red-pavilion-brooklyn/



